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不
当
労
働
行
為
制
度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

の
性
質
一

ー

l
N
L
R
B
の
手
続
か
ら
の
考
察

1

1

道

〈
目序

第
一
章
ワ
グ
ナ
l
法
上
の
全
国
労
働
関
係
局

(
N
L
R
B
)

第
一
節
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤
と
特
徴

第
一
款
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤

第
二
款
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
特
徴
と
問
題
点

第
二
節
ワ
グ
ナ
i
法
上
の
N
L
R
B

第
一
款
立
法
時
の
論
議

第
二
款

N
L
R
B
の
手
続
と
機
構
(
以
上
本
号
)

第
二
章
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ
l
法
上
の
全
国
労
働
関
係
局

(
N
L
R
B
)

第
三
章
申
立
人
の
手
続
上
の
「
権
利
」
を
め
ぐ
る
判
例
理
論

次
〉

「
権
利
」

幸

哲

也
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料

序

資

労
働
委
員
会
を
通
じ
て
不
当
労
働
行
為
か
ら
の
救
済
を
な
す
現
行
不
当
労

働
行
為
制
度
が
成
立
し
て
か
ら
四
半
世
紀
が
す
ぎ
た
。
そ
の
問
、
労
働
委
員

会
は
、
多
く
の
命
令
を
発
し
、
不
当
労
働
行
為
制
度
運
用
の
実
績
を
着
実
に

積
み
あ
げ
て
き
た
。
同
時
に
、
裁
判
所
も
不
当
労
働
行
為
た
る
解
雇
を
札
…
艇

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
団
交
応
諾
仮
処
分
や
団
結
権
妨
害
排
除
仮

〈

2
v

処
分
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
不
当
労
働
行
為
の
救
済
機
関
と
し

て
活
動
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
委
員
会
と
裁
判
所
が
と
も
に
不
当

労
働
行
為
の
救
済
機
関
と
み
な
さ
れ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
聞
に
現
行
不
当
労
働
行
為
制
度
の
か
か
え
る
諸
問
題
も
次
第

に
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
労
働
委
員
会
と
裁
判
所
が
と
も
に
不
当
労

働
行
為
の
救
済
機
関
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
是
非
や
労
働
委
員
会
が
調
整
機

能
と
判
定
権
能
を
と
も
に
有
す
る
こ
と
の
是
非
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま

た
、
救
済
命
令
の
あ
り
方
や
特
定
の
型
の
救
済
命
令
の
適
否
に
つ
い
て
も
激

し
い
論
争
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
条
件
付
救
済
命
令
」
を
め
ぐ

る
最
近
の
論
議
は
、
不
当
労
働
行
為
制
度
観
の
対
立
に
深
く
根
ざ
し
た
も
の

ぐ
あ
り
、
そ
の
帰
趨
は
今
後
の
労
働
委
員
会
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

(
S
)
 

る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
不
当
労
働
行
為
制
度
に
関
す
る
こ
れ
ら
一
連
の
論
争
を
フ
オ

戸
ー
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
当
該
制
度
の
制
度
目
的
如
何
と
い
う
基
本
的
問

題
に
つ
い
て
多
様
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
こ
の
点
に
関
す
る
共
通
の
理
解

《

4
v

が
論
者
間
に
存
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
基
本
的
問
題
に
関
す

る
究
明
が
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
現
行
不

当
労
働
行
為
制
度
が
行
政
規
制
と
い
う
規
制
方
法
を
採
用
し
た
理
由
や
そ
の

こ
と
か
ら
生
ず
る
特
殊
な
法
理
の
究
明
が
不
十
分
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
く

の
論
者
の
関
心
は
、
実
践
的
課
題
も
あ
っ
て
、
も
つ
ば
ら
団
交
「
権
」
・
団

結
「
権
」
の
被
保
全
権
利
性
を
問
題
に
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
こ
に

は
、
行
政
規
制
と
の
関
連
で
不
当
労
働
行
為
制
度
を
把
復
す
る
観
点
が
完
全

に
欠
落
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
本
稿
は
、
以
上
の
情
況
を
ふ
ま
え
て
我
国
の
不
当
労
働
行
為
制
度
の

母
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
不
当
労
働
行
為
制
度
を
支
え
る
法
理
の
究
明
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
日
本
と
異
な
り
不
当
労
働
行

為
の
救
済
は
、
も
つ
ば
ら
行
政
委
員
会
た
る
全
国
労
働
関
係
局

(
Z主
芯

E-

H
h
g円
列
。

-aF05
切
O
R
L
〉
を
通
じ
て
な
さ
れ
、
裁
判
所
が
直
接
民
事
的

に
救
済
す
る
こ
と
は
な
い
。
不
当
労
働
行
為
は
、
常
に
行
政
規
制
と
の
関
連

で
把
握
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
不
当
労
働
行
為
の
法
理
論
も
、
も
っ
ぱ

ら
行
政
規
制
と
の
関
連
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
当

労
働
行
為
制
度
の
「
本
来
」
の
法
理
論
は
、
こ
の
行
政
規
制
の
法
理
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
で
あ
き
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
少
〈
と
も
、

北法26(3・234)512
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不
当
労
働
行
為
制
度
の
独
自
の
法
理
の
究
明
に
と
っ
て
か
よ
う
な
観
点
は
不

可
欠
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
法
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
法
に
も

当
然
あ
て
は
ま
る
。

で
は
、
か
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
す
る
不
当
労
働
行
為
制
度
の
法
理
論
の

究
明
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
な
さ
れ
る
べ
き
か
。
本
稿
で

は
、
不
当
労
働
行
為
制
度
に
よ
っ
て
事
実
上
自
ら
の
利
益
が
保
護
さ
れ
る
労

は
け

働
組
合
及
び
労
働
者
個
人
(
「
労
働
組
合
の
不
当
労
働
行
為
」
の
禁
止
に
よ

っ
て
使
用
者
の
利
益
も
事
実
上
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
日
本
法
上

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

の
不
当
労
働
行
為
制
度
と
の
対
比
を
鮮
明
に
す
る
た
め
原
則
と
し
て
「
使
用

者
の
不
当
労
働
行
為
」
の
み
を
考
察
対
象
と
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ

り
し
て
お
き
た
い
)
が
、

N
L
R
B
や
裁
判
所
の
手
続
に
ど
の
程
度
関
与
し

う
る
か
、
と
の
テ
l
マ
の
下
に
こ
の
点
に
関
す
る
判
例
理
論
を
中
心
に
検
討

(
8
)
 

を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

「
被
申
立
人
」
で
は
な
く
「
申
立
人
」
の
手
続
上

の
「
権
利
」
に
焦
点
を
あ
て
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
些
細
な
テ
l
マ

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
こ
そ
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
を
支

え
る
「
公
権
守
口
乞
円
ユ
四

rc
」
理
論
ど
い
日
い
わ
J

小
「
レ
か
が
は
っ
き
り

と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
公
権
理
論
と
は
、
不
当
労

働
行
為
制
度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
「
権
利
」
を
、
「
私
権
守
口
〈
岱
件
。

ユ
m
E
)
」
で
は
な
く
「
公
権
」
と
し
て
と
ら
え
、
不
当
労
働
行
為
の
救
済

は
も
っ
ぱ
ら
N
L
R
B
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
な
さ
れ
る
べ
し
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
申
立
人
の
手
続
上
の
「
権
利
」
を
制
限
す
る
た
め
の
法
理
と
し
て

多
く
も
ち
い
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

N
L
R
B
の
な
し
た
申
立
却
下
処
分
に

対
す
る
司
法
審
査
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
申
立
人
は
、
被
申
立
人
に
命
令

不
遵
守
が
あ
っ
た
と
し
て
も
独
自
の
立
場
で
執
行
力
付
与
の
中
請
や
裁
判
所

侮
厚
手
続
を
開
始
し
え
な
い
。
原
則
と
し
て
N
L
R
B
が
開
始
し
た
手
続
に

〈

7
v

「
参
加
」
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
よ
う
に
こ
の
法
理
に
よ
れ
ば
申
立
人
の

「
権
利
」
は
、
い
わ
ば
N
L
R
B
に
よ
る
行
政
規
制
の
反
射
的
効
果
に
よ
っ

て
事
実
上
保
護
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
申
立
人
に
独
自
の
「
権
利
」
が
認
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
こ
そ
ア
メ
リ
カ
不

当
労
働
行
為
制
度
の
顕
著
な
特
質
が
存
す
る
の
で
、
本
稿
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の

問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
当
該
制
度
を
支
払
え
る
法
理
の
究
明
を
め
ざ
し
た
。

以
上
が
本
稿
の
問
題
関
心
と
論
述
の
視
角
ぐ
あ
る
。

最
後
に
本
稿
の
構
成
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
本
稿
は
、
申

立
人
の
手
続
上
の
「
権
利
」
に
関
す
る
判
例
理
論
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る

も
の
で
あ
る
が
(
一
二
章
〉
、
そ
の
前
提
と
し
て
N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
の

全
般
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
つ
一
章
)
。
全
手
続

の
い
か
な
る
段
階
で
申
立
人
の
「
権
利
」
が
問
題
に
な
る
か
を
よ
り
あ
き
ら

か
に
し
、
ま
た
、

「
被
申
立
人
」
の
手
続
上
の
権
利
と
の
対
比
を
鮮
明
に
す

る
た
め
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
邦
語
女

北法26(3・235)513



料

献
/J~ 

な

の
‘で

資
料
的
な
価
値
も
あ
る
と
思
・っ
た
カゐ
ら
で
あ
る

資

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
に
つ
い
て
は
現
行
の
そ
れ
を
中
心
に
検
討
し
た

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
同
時
に
そ
の
形
成
過
程
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め

ワ
グ
ナ
1

法
期
の

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
に
つ
い
て
も
若
干
考
察
し
た

(
一
章
二
節
)
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
は
ワ
グ
ナ
l
法
期
に
問
題
と
な
っ
た

事
項
に
焦
点
を
あ
て
た
の
で
論
述
内
容
の
重
複
は
多
く
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤
等
に
つ
い
て
も
論
じ
た

〈
一
章
一
節
)
。
ア
メ
リ
カ
型
行
政
規
制
の
一
般
的
特
質
の
検
討
に
よ
っ

て
、
不
当
労
働
行
為
の
救
済
が
独
立
規
制
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
た
理
由
を
あ

き
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

(
1
)

医
療
法
人
新
光
会
事
件
(
最
三
小
判

集
二
二
巻
四
号
八
四
五
頁
)
。

(
2
)

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
仮
処
分
申
請
に
対
し
て
、
被
保
全
権
利
な

し
と
し
て
申
請
を
却
下
す
る
一
連
の
裁
判
例
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

(
3
)

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
文
献
研
究
日
本
の
労
働
法
学
(
一
一
一
一
)
不

当
労
働
行
為
の
救
済
」
季
刊
労
働
法
九
四
号
(
一
九
七
四
年
〉
一
九

七

l
一
九
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
〉
岸
井
教
授
は
、
巨
視
的
に
み
て
「
団
結
権
侵
害
説
」
と
「
団
交
権

保
障
秩
序
違
反
説
」
の
対
立
と
と
ら
え
て
い
る
。
岸
井
貞
男
「
不
当

・
労
働
行
為
禁
止
の
法
理
l
沼
田
教
授
の
所
説
を
中
心
と
し
て
i
」
沼

昭
和
四
三
・
四
・
九

民

問
稲
次
郎
先
生
還
暦
記
念
論
集
『
労
働
法
の
基
本
問
題
』

四
年
)
四
四
頁
。

(
5
)

こ
の
間
題
を
論
じ
た
主
要
な
文
献
は
以
下
で
あ
る
。
本
多
淳
亮

『
米
国
不
当
労
働
行
為
制
度
』
(
一
九
五
三
年
〉

籾
井
常
喜
「
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
を
支
払
え
る
法
理
」
同

『
経
営
秩
序
と
組
合
活
動
』
(
一
九
六
五
年
〉
所
収
。

沼
田
稲
次
郎
「
不
当
労
働
行
為
と
団
結
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

考
察
」
末
川
先
生
還
暦
記
今
鉱
嗣
文
集
『
労
働
法
経
済
法
の
諸
問
題
』

(
一
九
五
三
年
)
所
収
。

岸
井
貞
男
「
日
米
不
当
労
働
行
為
制
度
論
」
季
刊
労
働
法
八

O
号

(
一
九
七
一
年
)
。

片
岡
島
「
不
当
労
働
行
為
論
序
説
什
伺
」
法
学
論
叢
六
八
巻
三
、

四
号
(
一
九
六

O
年)。

坂
本
重
雄
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
営
業
の
自
由
』
と
団
結
権
」

高
柳
信
一
・
藤
田
勇
編
『
資
本
主
義
法
の
形
成
と
展
開
2
』
(
一
九

七
二
年
)
所
収
。

拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
不
当
労
働
行
為
制
度
」
の
形
成

H

M
H
」
北
大
法
学
論
集
二
四
巻
二
、
一
二
号
(
一
九
七
四
年
三

(
6
)
N
L
R
B
の
手
続
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
献
は
以
下
で
あ
る
。
な

ぉ
、
そ
の
中
で
本
稿
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
書
か
れ
た
も
の
は
皆

無
で
あ
る
。

岸
井
貞
男
「
N
L
R
B
の
機
構
と
手
続
」
学
会
誌
労
働
法
二
八
号

(
一
九
六
六
年
)
。

籾
井
常
喜
「
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
の
仕
組
み
と
運
用
の

(
一
九
七

北法26(3・236)514



zta，
.
 

(寸

実
際
」
季
刊
労
働
法
四

O
号
(
一
九
六
一
年
)
。

周
辺
公
二
「
米
国
に
お
け
る
労
使
紛
争
処
理
の
実
情
」
「
ア
メ
リ

カ
の
仲
裁
と
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
の
実
情
に
つ
い
て
」
同

「
労
働
紛
争
と
裁
判
』
(
一
九
六
五
年
)
所
収
。

石
川
俊
雄
「
N
L
R
B
に
お
け
る
不
当
労
働
行
為
審
査
の
手
続
に

つ
い
て
」
中
央
労
働
時
報
四
二
回
号
〈
一
九
六
五
年
)
。

L
-
シ
ル
バ
ー
パ

l
ク
「
N
L
R
B
の
不
当
労
働
行
為
事
件
の
審

査
に
つ
い
て
」
中
央
労
働
時
報
四
二
四
号
(
一
九
六
五
年
三

平
井
信
次
郎
「
米
国
不
当
労
働
行
為
制
度
の
救
済
手
続
」
商
船
大

研
究
報
告
・
人
文
科
学
七
(
一
九
五
七
年
)
。

(
7
)

か
よ
う
に
行
政
庁
主
導
型
で
事
件
処
理
が
な
さ
れ
る
点
で
は
、
日

本
法
上
の
公
正
取
引
委
員
会
の
手
続
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
同

じ
よ
う
な
問
題
点
を
か
か
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
申
立
却
下
処
分

に
対
す
る
司
法
審
査
が
認
め
ら
れ
る
か
、
と
の
問
題
は
、
最
近
問
題

と
な
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
訴
訟
(
東
京
高
判
昭
和
四
九
・
七
・
一
九

判
例
時
報
七
回
六
号
六
頁
〉
と
類
似
の
論
点
を
提
起
し
て
い
る
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

第
一
章

ワ
グ
ナ

l
法
上
の
全
国
労
働
関
係
局

(
N
L

R
B
d
 

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤
と
特
徴

不
当
労
働
行
為
制
度
の
主
要
な
特
徴
の
一
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
独
立
規

第
一
節

制
委
員
会
(
吉
岡
山
。
胃

E
g件
諸
問
巳
】
え

o
q
8
5
5
M
E
M
Gる
た
る
N
L
R
B
が

不
当
労
働
行
為
の
救
済
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
点
ゼ
あ
る
。
こ
れ

は
、
迅
速
且
つ
柔
軟
な
救
済
を
な
す
た
め
の
措
置
と
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い

る
。
か
よ
う
な
措
置
は
、
特
殊
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
委
員
か
ら
な
る
独

立
規
制
委
員
会
が
企
業
活
動
の
規
制
を
な
す
、
と
い
う
一
九
世
紀
末
以
来
の

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
規
制
の
伝
統
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
い
。
そ
れ

故
、
ヮ
グ
ナ
l
法
制
定
の
際
に
は
こ
の
点
に
関
す
る
批
判
は
あ
ま
り
な
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
の
検
討
に
入
る

前
に
か
よ
う
な
法
的
伝
統
の
成
立
基
盤
を
ま
ず
解
明
し
て
お
き
た
い
。

戸

1
)

『
日
米
比
較
労
働
法
ラ
ッ
セ
ル
・

A
・
ス
ミ
ス
教
授
セ
ミ
ナ
ー

記
録
』
研
修
叢
書
五
五
号
(
一
九
六
八
年
)
七
四
頁
。

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
の
背
景
に
は
、
行
政
規
制
の
強
化
を
促
し

た
歴
史
的
事
実
が
存
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
よ
う
な
傾
向
は
、

ご
く
一
般
的
に
い
え
ば
、
西
欧
諸
国
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
社
会
関
係
の
複
雑
化
に
と
も
な
い
行
政
規
制
が
次
第
に
必
要
と
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
こ
の
過
程

第
一
款

で
鉄
道
料
金
に
対
す
る
規
制
が
そ
の
後
の
行
政
規
制
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
を

形
成
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
際
、
司
法
的
規
制
で
は
な

北法26(3・237)515



料

く
「
行
政
」
規
制
の
手
段
が
採
ら
れ
た
理
由
は
、
特
定
の
理
論
的
絞
拠
に
基

資

づ
く
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
「
特
定
の
害
を
除
去
す
る
た
め
に
効
果
的

ハ

S
)

な
機
構
を
選
ん
だ
」
結
果
に
す
、
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
プ
ラ
グ

マ
チ
ッ
ク
な
観
点
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
伝
統
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
を

理
解
す
る
鍵
と
な
る
発
想
法
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
の
我
々
の
関
心
は
、
行
政
権
強
化
の
歴
史
的
経
緯
を
個
々

に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
過
程
に
み
ら
れ
る
一
般

的
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成

立
基
盤
の
解
明
を
め
ざ
す
こ
と
に
あ
る
。
で
は
、
行
政
権
強
化
の
ア
メ
リ
カ

的
展
開
の
特
質
は
何
か
。
こ
れ
は
、
ひ
と
ま
ず
以
下
の
三
点
に
要
約
勺
き
る

と
思
わ
れ
る
。

第
一
は
、
行
政
規
制
、
と
り
わ
け
経
済
活
動
規
制
の
主
要
な
目
的
が
、
経

済
的
弱
者
保
護
と
い
う
よ
り
、
公
正
な
自
由
競
争
秩
序
自
体
の
維
持
に
あ
る

点
で
あ
る
。
ジ
ュ
ウ
ォ
l
ツ
は
、
こ
の
傾
向
を
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
指
摘
し

「
連
邦
政
府
の
基
本
的
な
経
済
政
策
が
、
自
由
競
争
の
助
長
に
あ

っ
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
一
方
、
逆
説
的
に
い
え
ば
、
ま

さ
に
、
こ
の
こ
と
が
、
経
済
制
度
の
規
制
の
面
に
お
い
て
政
府
の
役
割
を
増

大
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
自
由
競
争
の
所
期
の
目
的
は
、
自
由
放
任
主
義

(
『
丘
団
自
N

ム
巳
再
)
に
起
因
す
る
慣
行
の
濫
用
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

て
い
る
。

の
み
、
こ
れ
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
無
拘
束
な
競
争

の
た
め
に
、
良
心
的
な
実
業
家
を
不
利
な
状
態
に
陥
れ
る
よ
う
な
商
業
慣
行

が
生
じ
、
ま
た
、
経
済
力
の
集
中
の
た
め
に
、
自
由
競
争
制
度
の
所
期
の
目

的
の
達
成
が
不
可
能
に
な
る
と
い
う
結
果
に
帰
着
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く

'
し
て
、
連
邦
政
府
は
、
自
由
競
争
に
賛
成
す
る
そ
の
政
策
を
有
効
な
ら
し
め

よ
う
と
す
る
限
り
、
経
済
部
面
に
介
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

自
由
競
争
維
持
政
策
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
お
そ
ら
く
、
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
行
政
手
続
発
展
の
背
後
に
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
動
因
と
な
っ
た
要
素

な
の
で
あ
っ
た
。
」
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
基
礎
を
形

成
し
た
鉄
道
料
金
の
規
制
や
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
労
使
関
係
規
制
も
決
し
て
そ
の
例
外
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
閤
定

し
た
階
級
分
化
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
及
び
強
固
な
個
人
主
義
の
伝
統
が
か

よ
う
な
特
質
を
有
す
る
行
政
介
入
を
促
し
た
主
原
因
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
型
の
行
政
介
入
は
、

「
経
済
活
動
の
自
由
」
を
確
保

す
る
た
め
に
(
不
当
な
)
経
済
活
動
を
規
制
す
る
と
い
う
非
常
に
デ
リ
ケ
ー

ト
な
規
制
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
そ
の
権
力
行
使
の
濫
用
が
常
に
問
題

内

8
〉

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
個
人
も
し
く
は
個
別
企
業
の
自
由
な
経
済
活

動
を
(
不
当
な
〉
行
政
介
入
か
ら
擁
護
す
る
「
司
法
権
の
優
位

(
F
L
W
E

∞
己
司

5
5
R可
〉
」
や
適
法
手
続
の
理
論
の
成
立
す
る
基
盤
が
あ
り
、
行
政
庁

(
9
)
 

の
専
断
的
権
力
行
使
の
抑
制
に
裁
判
所

A

か
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
以
上
が

ア
メ
リ
カ
型
行
政
規
制
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
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1 

句 j

付

さ
て
、
第
二
の
特
徴
は
、
行
政
権
の
強
化
が
「
連
邦
」
の
権
限
強
化
と
し

て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
建
国
時
の
経
緯
か
ら
、
政
治

体
制
は
連
邦
・
州
の
二
重
構
造
が
と
ら
れ
、
憲
法
上
明
文
を
も
っ
て
認
め
ら

れ
た
連
邦
の
権
限
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
産
業
の
高

度
化
に
伴
う
経
済
活
動
の
州
際
性
が
連
邦
規
制
の
必
要
性
を
次
第
に
高
め
刊

行
政
権
の
強
化
は
、
「
連
邦
」
の
権
限
強
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、

陸
海
軍
や
関
税
に
対
す
る
規
制
等
連
邦
の
権
限
下
に
あ
る
事
項
が
重
要
性
を

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

増
し
た
こ
と
、
児
毒
労
働
・
衛
生
・
離
婚
・
労
働
災
害
予
防
措
置
等
の
分
野

に
お
い
て
、
州
問
の
規
制
の
相
違
に
よ
り
勢
害
が
生
じ
た
こ
と
及
び
鉄
道
運

行
や
料
金
規
制
の
場
合
に
連
邦
・
州
の
権
限
の
二
元
性
、
が
不
便
に
な
っ
て
き

た
こ
と
な
ど
も
「
連
邦
」
権
限
の
強
化
を
促
し
た
原
因
と
さ
れ
て
い
る
町

第
三
の
特
徴
は
、
行
政
権
行
使
の
主
体
と
し
て
、
独
立
規
制
委
員
会
が
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
我
々
の
主
要
な
問
題
関
心
で

あ
る
。
で
は
、
な
に
ゆ
え
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
こ
の
独
立
規
制
委
員
会
制
度

が
一
般
化
し
た
の
か
。
換
言
す
れ
ば
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤
は

な
に
か
。
勿
論
、
こ
れ
は
、
個
々
の
独
立
規
制
委
員
会
毎
に
異
っ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
独
立
規
制
委
員
会
に
通
じ
る
統
一
的
且
つ
明
確
な

設
置
理
由
や
理
念
と
い
う
も
の
は
存
し
な
い
。
し
か
し
、
一
応
、
該
制
度
の

共
通
な
背
景
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
概
略
以
下
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
独
立
規
制
委
員
会
の
「
独
立
性
」
、
す
な
わ
ち
そ
の
職
務
遂
行
に

っ
き
大
統
領
の
監
督
を
う
け
な
い
と
の
特
徴
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
認
め

ら
れ
た
の
か
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
議
会
が
行
政
府
の
長
た
る

大
統
領
の
権
限
強
化
を
恐
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

三
権
分
立
が
ほ
ぼ
き
れ
い
な
型
で
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
統
領
の
増
大

す
る
権
限
を
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、
他
の
議
院
内
閣
制
の
国
家
に

お
け
る
よ
り
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
行
政
権
限
の
分
散
化
、
す
な
わ

ち
、
大
統
領
の
監
督
下
に
な
い
行
政
庁
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会

の
地
位
の
相
対
的
低
下
を
防
ご
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
該

制
度
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
政
治
制
度
の
所
産
と
い
え
よ
う
。
第
二
の
理
由

は
、
準
司
法
的
権
限
を
公
正
に
行
使
す
る
た
め
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
型
行
政
規
制
が
「
独
立
」
規
制
委
員
会
制
度
を
必
要
と
し

た
原
因
が
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
規
制
の
主
目

的
は
、
自
由
競
争
秩
序
自
体
の
維
持
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
規
制
態
様
と
し

て
は
、
多
く
の
場
合
、
自
由
競
争
秩
序
(
ル

i
ル
〉
違
反
行
為
を
個
々
的
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
の
方
策
が
と
ら
れ
た
。
行
政
庁
は
、
違
反
行
為
の
有
無
を

判
定
し
、
適
当
な
措
置
を
と
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
準
司
法
的
機
能
に

外
注
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
行
政
規
制
の
中
で
準
司
法
的
権
限
が
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
、
ま
た
、
そ
の
主
体
と
し
て
「
独
立
」
規
制
委
員
会
が
前
面
に

あ
ら
わ
れ
る
理
由
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
準
司
法
的
権
限
は
、
行
政
庁

が
大
統
領
の
監
督
下
に
あ
り
、
種
々
の
政
治
的
圧
力
を
受
け
る
場
合
よ
り
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宇'4

「
独
立
」
し
た
行
政
庁
に
委
ね
た
方
が
よ
り
公
正
に
行
使
さ
れ
う
る
か

ら
で
あ
る
。

も

資

「
委
員
会
」
制
度
が
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
決
定
の
公
正

さ
と
政
策
の
継
続
性
の
確
保
が
あ
げ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

次
に
、

/句、

(
一
九
五
二
年
)
二

O
五

鵜
飼
信
成
『
行
政
法
の
歴
史
的
展
開
』

i
二
一
六
頁
参
照
。

な
お
、
こ
の
過
程
を
詳
細
に
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は
、
和
田
英

夫
「
州
際
通
商
委
員
会
(
円
。
〉
の
成
長
と
展
開
」
北
大
法
学
論
集

一
号
(
一
九
五
一
年
)
が
あ
る
。

(
2
)
ω
-
2
5間
宮
と
円
ZRω
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
企
業
活
動
規
制

の
不
十
分
さ
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
司
法
的
決
定
で
規

制
す
る
際
の
主
要
問
題
の
一
は
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
法
的
な
判
断
が

な
さ
れ
る
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
司
法
的
決
定
は
、
遅
延
し
、
費
用
が
か
か
り
、
判
事
の
違
い
に

応
じ
て
解
釈
が
異
な
る
。
か
よ
う
な
規
制
は
、
訴
訟
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
間
験
的
、
非
継
続
的
に
な
る
。
裁
判
所
は
、
ま
た
、

以
前
の
法
解
釈
に
拘
束
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
経
済
の
変

化
・
成
長
す
る
制
度
に
見
合
う
柔
軟
さ
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
」
。
∞
ロ
2
2
2・
。
G
2
5
5
3丹

g仏
司
ロ
Z-n

同

M
O
一片可・

(一甲田∞
)

3

6

印一可・

(
3
)
U
Z
F
〉
仏
ヨ

FEascs
円
LE-cg-)
円y
-
N
・

(
4
)

た
と
え
ば
、
鉄
道
輸
送
か
ら
生
ず
る
諸
荷
の
弊
害
の
是
正
を
民
事

的
な
損
害
賠
償
訴
訟
で
処
理
す
る
こ
と
に
は
次
の
よ
う
な
欠
陥
が
存

す
る
、
と
い
わ
れ
る
。

①
被
害
者
は
自
ら
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
救
済
は
個
別
的
と
な
る
。

③
訴
訟
に
は
費
用
・
時
間
が
か
か
る
。

④
損
害
発
生
後
に
な
さ
れ
る
救
済
で
は
十
分
な
原
状
回
復
を
期
待

し
え
な
い
。

亀
川
清
「
準
司
法
機
関
に
関
す
る
研
究
」
司
法
研
究
報
告
書
三

輯
一
号
(
一
九
五

O
年
〉
一
一
一
一
1
一一一一一頁。

(
5
)

シ
ュ
ウ
ォ

l
ツ
〈
和
田
英
夫
訳
)
『
ア
メ
リ
カ
行
政
法
〔
増
補
版
〕
』

(
一
九
六
八
年
)
一
四
頁
。
(
∞
・

ω円
rd聖母
F
〉
ヨ
2
庁
防
ロ
〉
仏
ヨ
1

5
2昨

E
Z〈
m
F自
宅

)

(
6
)

ガ
ル
プ
レ
イ
ス
は
、
国
家
の
経
済
規
制
の
主
要
な
役
割
を
平
衡
力

(
8
5常
ミ
丘
一
弓
間
℃
O
電
信
円
)
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
せ
し
め
る
こ

と
に
あ
り
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
や
ワ
グ
ナ
i
法

を
あ
げ
て
い
る
。
(
藤
瀬
五
郎
訳
〉
『
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
』

(
一
九
五
五
年
)
一
四
二
頁
以
下
。
(
の
己
『
B
E
d・
〉
E
2
F
B
=
p
l

宮
g
-
U
E
)

(
7
)

ア
メ
リ
カ
の
「
自
由
企
業
の
伝
統
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
ナ
イ

(
原
島
善
衛
訳
)
『
ア
メ
リ
カ
の
知
性
』
(
一
九
六
九
年
)
一
四
七

l
二
二
七
頁
が
詳
細
で
あ
る
。

(
Zヨ
・
、
H
，

rukscan-MCmOロ

旬
。
。
司
}
0
・
)

最
高
裁
は
、

一
八
八
六
年
の

ω
S
E
n
-
R
m
n
D
E
q
〈・

ωDロ昨
l

(
8〉
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け

Z
2
3
2『田町岡山巳
-
5
1

。0

・
二
∞
己
・

ω目
ω宏
に
お
い
て
、
適

法
手
続
の
権
利
を
保
障
さ
れ
る
「
人
」
の
中
に
「
会
社
」
も
ま
た
包

含
さ
れ
る
と
解
し
た
。

(
9
)

橋
本
公
亘
「
米
国
行
政
法
研
究
』
(
一
九
五
八
年
)
二
七
頁
参
照
。

(
川
)
憲
法
一
条
八
節
。

(
日
)
た
と
え
ば
、
鉄
道
規
制
の
分
野
で
は
、
最
高
裁
が
一
八
八
六
年
に

認
ω
r
g
r
.
2
円
、
除

F
n志
向
岡
山
可
・
〈
・

5
5
2
2∞
d.ω-

m
可
)
に
お
い
て
、
州
は
州
際
鉄
道
事
業
を
規
制
し
え
な
い
、
と
判

示
し
た
。
そ
の
結
果
、
連
邦
規
制
の
必
要
性
が
決
定
的
に
増
大
し
、

翌
年
I
C
C
法
が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
。
和
田
英
夫
・
前
掲
論
文

五
三

l
五
四
頁
。

(
ロ
)
連
邦
規
制
の
多
く
は
、
主
に
、
連
邦
の
州
際
通
商
規
制
権
に
基
づ

い
て
い
た
。
州
際
通
商
規
制
権
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、

F
ロ1

5
P
吋
}
百

ω己
目
河
内
ヨ
ゅ
の
Oロ
ユ
釦
ロ
L
件
}
屈
の
O
B
5
2
2
c
g
m
p

-∞勾

l-U吋0
・
2
勾
O
)

が
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
連
邦
制
度
と
労

使
関
係
規
制
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
み
ら
れ
た
い
。

外
尾
健
一
「
ア
メ
リ
カ
労
働
法
に
お
け
る
連
邦
法
と
州
法
」
日
本
労

働
協
会
雑
誌
六
六
号
。
〉
・
の
c
p
J
'色
。
E
F
E
5
F
ω

亡
者
。
『

戸川凶
ro司
刃
包
白
骨
5
E
m・3

国防吋〈
ω
L
F自
宅
河
内
〈
Fod司
〈
o
-
-
m吋〈
-
u
Z
)

同

y
-
N
U吋
引
の
D
H
h
F
ω
。
E
g
g
-
Jり止め日}仲間口
M
g
L
F曲
r
R
M
N己
ωl

z
oロ凹・
3

出
岱
『
〈
町
出
・
仏
戸
曲
者
同
州
市
i
o垣
〈
0
7
由
k
F
(
-

∞印〔))官・

N---

(
門
川
)
東
大
社
会
科
学
研
究
所
編
『
行
政
委
員
会

l
理
論
・
歴
史
・
実
態
』

(
一
九
五
一
年
)
二
八

O
頁。

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
特
徴
と
問
題
点

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤
の
大
ま
か
な
説
明
は
前
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
特
徴
を
や
や

(
同
)
代
表
的
な
独
立
規
制
委
員
会
と
し
て
は
、
以
下
が
あ
げ
ら
れ
、
通

常
ピ
ッ
ク
セ
ブ
ン
と
よ
ば
れ
る
。

C
5一
〉

2
8
E立
2
回
自
己

〈

-uω
∞
l設
立
年
次
)
-
F《

凶
作

E
-
n
o
B
B
Eロ
F
S
E
Cロ
ω
n
c
B
E
E
l

芯
ロ
〈
-
∞
ωA3
・
旬
。
LOB-
司
9
4
4
叩叫の
O
E
B♂
乱
。
ロ
(
一
∞
ωογ
司。門戸命日一

、
『
日
仏
め
の
C自
E
Z巴
Cロ(一回一
K3
・
F
件。
a
g
g
n
D
E
5
2の
め
の
c
g
i

g
-
g芯
ロ
(
一
∞
∞
吋

y
z
a
E口丘一戸
ωず
O
吋
河
己
主
ぢ

=ω回
Cmw叫向山(一回
ω印)・

ω
2
5
z
:
E
F
n
E
口問。。
c
g
ヨ
2
3
(
-
8
5・
ω円

7
5『

N

b
5
F
戸
ゆ
を
の
oロ

g一色町
C
C〈

2
3
2・
2ug℃
目
同
∞
・

(日
)
M
r
E
-
唱・

ω0
・
亀
川
・
前
掲
論
文
二
三
頁
。

(
ぱ
川
)
シ
ュ
ウ
ォ

l
ッ
・
前
掲
書
九
一
頁
。

ω口
y
g
R
h
F
巧
ω
F
8・

nEh--
百・

ω0.

(
げ
)
な
お
、
独
立
規
制
委
員
会
の
立
法
的
機
能
を
重
視
す
る
立
場
か
ら

そ
の
「
独
立
性
」
を
強
調
す
る
論
者
も
い
る
。
亀
川
・
前
掲
論
文
八

三
頁
は
、
「
規
制
的
任
務
を
遂
行
す
る
委
員
会
は
、
一
の
立
法
機
関

と
も
云
う
べ
く
、
司
法
的
、
行
政
的
な
面
は
政
策
の
樹
立
、
法
の
執

行
と
い
う
立
法
機
能
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
大
統
領
よ
り
も
む
し
ろ
議
会
に
直
接
責
任
を
負
う
べ
く
、
そ
の
司

法
作
用
た
る
や
裁
判
所
の
審
査
に
よ
っ
て
充
分
監
督
で
き
る
も
の
で

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

第
二
款

北法26(3・241)519



料

詳
し
く
検
討
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
直
面
し
た

(
し
つ
つ
あ
る
〉
問
題
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
設
立
以

来
N
L
R
B
が
直
面
し
た
(
し
つ
つ
あ
る
〉
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

資

も
な
い
。
そ
れ
故
、

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
問
題
の
検
討
が
非
常
に
有
益
と
恩
わ
れ
る
。

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
第
一
の
、
そ
し
て
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
独
立

規
制
委
員
会
が
大
統
領
の
監
督
下
に
な
く
、
大
統
領
に
対
し
て
責
任
を
負
わ

円

2
v

な
い
こ
と
で
あ
一
勺
そ
し
て
、
こ
の
独
立
性
の
徴
滋
は
以
下
と
い
わ
れ
る
。

①
委
員
の
任
期
は
、
大
統
領
の
任
期
で
あ
る
四
年
よ
り
長
く
、
さ
ら
に
、
委

員
の
交
替
は
同
時
に
一
名
し
か
な
さ
れ
な
い
。
②
ハ
ン
フ
レ
l
事
件
(
後
述
U

で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
如
く
、
連
邦
議
会
の
み
が
F
T
C
委
員
の
罷
免
事
由

を
定
め
う
る
。
こ
の
原
則
は
、
他
の
委
員
会
に
も
適
用
さ
れ
う
る
で
あ
ろ

う
。
③
原
則
と
し
て
、
委
員
会
の
決
定
は
大
統
領
と
の
関
連
で
は
最
終
的
で

あ
る
。
④
大
統
領
と
独
立
委
員
会
と
の
問
に
は
正
規
の
連
絡
方
法
が
欠
け
て

い
る
。も

っ
と
も
こ
の
独
立
性
は
ま
っ
た
く
完
膚
な
き
ま
で
に
認
め
ら
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
大
統
領
は
、
通
常
、
「
新
」
委
員
の
任
名
を
通
じ
て

独
立
規
制
委
員
会
の
運
営
に
そ
れ
な
り
の
影
響
力
を
与
え
う
る
か
ら
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
か
よ
う
な
権
限
は
、
そ
れ
ほ
ど
実
効
性
の
あ
る
統
制
手
段

で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
任
命
に
は
、
多
く
の
場
合
上
院
の
助

言
と
承
認
が
必
要
と
さ
れ
、
任
命
権
は
議
会
の
コ
ン
ド
ロ
l
ル
を
う
け
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
種
の
影
響
力
の
行
使
は
、
あ

く
ま
で
も
「
新
」
委
員
の
任
名
の
場
合
し
か
行
使
さ
れ
え
ず
、
大
統
領
が
す

(
S
V
 

で
に
着
任
ず
み
の
委
員
を
罷
免
す
る
場
合
は
、
法
定
の
罷
免
事
由
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
一
九
三
五
年

内

4
V
(
B
V

の
ハ
ン
フ
レ

1
事
件
以
来
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
該
事
案
で
最
高
裁
は

次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
法
律
〈
F
T
C
法
)
の
表
現
、
立
法
の
際
の
報

告
、
論
議
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
立
法
目
的
は
、

一
体
と
な
っ
て
、
長
期
の
動

務
の
結
果
経
験
を
得
る
で
あ
ろ
う
専
門
家
の
団
体
を
創
設
す
る
こ
と
が
議
会

の
意
図
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
団
体
は
、
そ
の
任
命

を
除
い
て
執
政
(
何
回
巾

g
仲
定
。
)
権
か
ら
独
立
し
、
ま
た
、
政
府
の
他
の
部

局
の
許
可
や
妨
害
を
う
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
判
断
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
議
会
の
意
見
は
、
任
期
の
長
さ
と
安
定
性
が
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
の

に
非
常
に
役
立
つ
と
明
確
に
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
員
会
の
委
員

の
任
期
を
単
に
大
統
領
の
意
思
に
か
か
わ
ら
し
め
る
こ
と
は
、
議
会
が
任
期

を
は
っ
き
り
と
固
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
当
の
目
的
の

大
半
を
お
び
や
か
す
で
あ
ろ
う
。
」

結
局
、
以
上
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
独
立
規
制
委
員

会
の
「
独
立
性
」
は
、
か
な
り
大
頓
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

独
立
規
制
委
員
会
の
「
独
立
性
」
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
こ
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j

j

 
j

S

9

 

の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
三
権
分
立
主
義
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
な
い
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
代
表
例
と
で
も
い
う
べ
き
一
九
三
七
年
の
「
行
政

管
理
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会

9
5
E
gぺ
問
。

O
B
E言。

g
〉
仏

E
ロl

z
s
t話
忌
m
E向。ョ
g同
)
」
の
報
告
書
は
こ
の
点
に
つ
き
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。
「
こ
れ
ら
の
独
立
委
員
会
は
、
規
制
政
策
を
研
究
、
形
成
、

執
行
す
る
広
汎
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
委
員
会
は
、
事
業
の
非
行
を
調
査

H
 
訴
追
す
る
任
務
を
与
え
ら
れ
た
。
委
員
会
は
、
裁
判
所
に
よ
り
行
使
さ
れ
る

権
限
と
同
様
に
、
具
体
的
事
件
に
つ
い
て
、
法
律
に
従
っ
て
個
人
の
権
利
義

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

務
を
宣
言
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
委
員
会
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
鉄
道
問

題
、
銀
行
問
題
、
叉
は
ラ
ジ
オ
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
小
型

の
独
立
政
府
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
頭
首
の
な
い
政
府
の
『
第
四
部
門
』

(
Z邑
r
a
・4
2込町
MFEny--〉
を
形
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
無
責
任

な
官
庁
と
斉
整
き
れ
な
い
権
力
と
の
で
た
ら
め
な
堆
積
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
政
府
に
三
つ
の
主
要
部
門
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
三
つ
に

門

7
)

限
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
基
本
理
論
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

と
こ
ろ
で
、
厳
格
な
三
権
分
立
主
義
に
立
脚
す
る
こ
の
主
張
は
、
そ
れ
ほ

ど
の
説
得
力
を
持
ち
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
三
権
分
立

主
義
は
、
あ
く
ま
で
人
民
の
権
利
・
自
由
を
擁
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
が
十
全
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
三
権
分
立
主
義
「
自
体
」
に

《

8
v

こ
だ
わ
る
必
要
は
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
民
の
権
利
、
白
山
の
擁

護
は
、
主
に
、
適
法
手
続
の
理
論
を
通
じ
て
実
質
的
に
確
保
さ
れ
て
い
っ
た

〈

9
v

こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
結
局
、
今
で
は
独
立
規
制
委
員
会
の
「
独

立
性
」
を
正
面
か
ら
否
認
す
る
見
解
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
い
っ
て
も
よ
い

と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
後
述
の
よ
う
に
、
ワ
グ
ナ
l
法
の
立
法
時
に
お
い
て
、

N
L
R
B

を
独
立
委
員
会
に
す
る
か
、
労
働
省
下
に
置
く
か
に
つ
き
激
し
い
論
争
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
論
争
の
意
味
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
検
討

し
て
き
た
独
立
規
制
委
員
会
の
「
独
立
性
」
の
意
義
を
十
分
に
把
握
す
る
こ

と
が
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
第
二
の
特
徴
は
、
行
政
目
的
達
成
の
た
め
に
広

範
な
準
立
法
的
及
び
準
司
法
的
権
限
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
準
立
法
的
権

限
は
、
包
括
的
な
政
策
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
準
司
法
的
権
限
は
、
当
該

政
策
を
具
体
化
し
た
規
範
に
反
す
る
行
為
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
認
め
ら
れ
た
ι

一
惟
中
立
法
的
権
限
と
し
て
は
、
第
一
に
、
規
則

(
E
2
8仏
月
間
口

E
E
E
V

制
定
権
限
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
と
な
る
法
律
の
細
部
を
補
充
し
た
り
、

委
員
会
の
手
続
の
細
目
を
定
め
た
り
す
る
権
限
で
あ
る
。
第
二
は
)
か
な
り

特
殊
な
i

も
の
で
、
鉄
道
や
公
共
企
業
の
料
金
決
定
権
限
の
よ
う
に
議
会
の
設

適 定
用し
し Tこ

時
的、た
効と
力え
を tま
も
つ正
命当
令か
をつ
Z孟 A
ヲ恒 口

す 理
る的
権な

聖書
あ行)

モ5官
E誌
の事
準態
立に
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料

法
的
権
限
を
独
立
規
制
委
員
会
が
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
異
論
は
な
く
い
わ
ば
当
然
祝
さ
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
準
司
法
的
権
限
の
行
使
態
様
の
方
で
、
独

立
規
制
委
員
会
が
調
査
・
告
発
権
限
と
判
定
権
限
を
と
も
に
有
す
る
の
は
決

資

定
の
公
正
さ
に
欠
け
る
と
の
批
判
が
強
く
な
さ
れ
た
。
か
よ
う
な
観
点
か

ら
、
委
員
会
内
部
に
お
け
る
行
政
権
能
と
司
法
権
能
と
の
分
離
を
提
案
し
た

代
表
的
見
解
と
し
て
は
以
下
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、

一
九
三
七
年
の
「
行

政
管
理
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会
」
の
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し

た
。
行
政
部
は
、
規
則
を
方
式
化
し
、
訴
訟
を
提
起
し
、
告
訴
を
“
調
査
し
:
・

:
・
委
員
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
す
べ
て
の
純
粋
に
行
政
的
な
、
ま
た
、
従
位

立
法
的
な

(Er--品
E
E
2
0
)
職
務
i
要
す
る
に
、

本
質
的
に
司
法
的
な

性
格
モ
な
い
す
べ
て
の
職
務
を
行
う
。
そ
し
て
可
法
部
は
、
行
政
部
が
提
出

し
た
記
録
等
に
基
づ
い
て
、
公
益
と
私
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
決
定
を
下
す
、

公
平
且
つ
独
立
の
機
関
と
し
て
行
動
す
る
。

そ
の
後
、
一
九
四
一
年
に
「
行
政
手
続
に
関
す
る
法
務
長
官
委
員
会
(
〉
l

2
0
2ミ
の
ゆ
R
E
-
-
ω
{
U
O
B
B
X
H旬
。
。
ロ
〉
向
山
口

MFaas江
〈

O
H
M
3
8仏ロ円。〉」

の
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
な
よ
り
目
穴
体
的
勧
告
を
な
し
た
と
い
わ
れ
る
。
①

決
定
権
限
を
有
す
る
審
査
官
の
権
限
と
地
位
を
強
化
す
る
。
②
審
査
官
を
行

政
庁
の
コ
ン
ト

?
l
ル
か
ら
独
立
さ
せ
る
。
③
完
全
分
離
の
考
え
方
を
と
ら

ず
内
部
分
離
を
採
用
す
る
。
④
審
査
官
に
最
初
の
決
定
を
な
す
権
限
を
与

ぇ
、
そ
の
決
定
を
委
員
会
の
再
審
査
の
対
象
と
す
る
。
⑤
行
政
庁
の
上
部
に

お
け
る
権
能
の
結
合
を
認
め
る
。
⑥
再
審
査
職
員
〈
司
丘
2
5
m
a
A
P〉
を

減
ら
す
。

一
九
四
六
年
の
行
政
手
続
法
(
〉
仏
弓
a

こ
れ
ら
の
内
部
分
離
の
構
想
は
、

三
ω
昨
日
巴

S
同

M
3
2島
区
円
。
〉
の
ご
で
ほ
ぼ
全
面
的
に
実
現
さ
れ
る
に
い
た
る
。

同
法
五
条
例
は
、
「
あ
る
事
件
に
つ
い
て
行
政
庁
の
た
め
に
調
査
も
し
く
は

訴
追
の
職
務
を
行
う
官
吏
、
被
用
者
又
は
代
理
人
は
、
該
事
件
又
は
こ
れ
と

事
実
上
関
連
あ
る
事
件
に
お
い
て
、
第
八
条
に
従
つ
て
な
さ
れ
る
決
定
、
決

定
の
勧
告
叉
は
行
政
庁
に
よ
る
再
審
査
に
関
与
し
、
又
は
助
善
一
一
目
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
定
め
た
。
ま
た
、
七
条
は
、
審
査
官
の
権
限
を
強
化
、
明
確
化

し
、
さ
ら
に
一
一
条
で
は
、
審
査
官
の
身
分
保
障
が
定
め
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
一
連
の
見
解
に
対
し
て
は
反
駁
が
な
い
わ
け

目で
的は
のな
効 い
果
的 そ
遂れ
行 は
を
阻内

手努
る離
お自
そ 体
れ を
大過
、度

とに
の強
反調
論す
でる

あ子
るほ

』 干丁

こ政

に
、
公
正
手
続
の
保
障
と
行
政
の
効
果
的
遂
行
と
を
い
か
に
調
和
す
べ
き
か

と
い
う
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
主
要
争
点
の
一
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
般
的
基
準
を
緩
め
て
た
て
に
く
い
問
題
で
あ
り
、
個
別
行
政
庁
毎
に
適

合
同
}

当
な
内
部
分
離
を
実
現
す
る
以
外
に
妥
当
な
解
決
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
内
部
分
離
の
問
題
を
N
L
R
B
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

一
九
四

七
年
の
タ
フ
ト
'
ハ

l
ト
レ
l
法
に
お
い
で
ほ
ぼ
完
全
な
内
部
分
離
が
実
現

北法26(3・244)522



さ
れ
た
。
告
発
権
能
は
事
務
総
長

(
p
s
E
(
U
Eロ
E
U
に
、
決
定
権
能

は
局
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
、
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
権
能
を
行
使
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
一
連
の
動
き
に
対
応
し
た
一
も
の
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

N
L
R
B
に
お
い
て
も
、

公
正
な
手
続
の
保
障
と
行
政
目
的
の
効
果
的
遂
行
を
い
か
に
調
和
す
べ
き
、

付

か
の
問
題
が
鋭
く
提
起
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
内
部
分
離
が
ほ
ぼ
完
全

に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
他
の
独
立
規
制
委
員
会
よ
り
も
よ
り
切

実
な
問
題
と
い
え
よ
う
。
詳
し
く
は
二
節
で
論
じ
た
い
。

独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

G
V
 

「
委
員
会
」
制
度
、
換
号
一
目
す
れ
ば
、
合
議
制
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
も
め
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
単
独
決
定
よ
り
も
合
議
制
の
方
が
よ
り
、
公
正
、
民
主
的

に
決
定
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
準
司
法
的
権
限
を
行
使
す
る
場
合
に

は
、
特
に
か
よ
う
な
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
い
弓
ま
で
も
な
い
。
そ

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

し
て
、
か
よ
う
な
措
置
を
側
面
か
ら
支
え
る
も
の
と
し
て
、
特
定
の
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
委
員
の
政
党
所
属
に
関
す
る
制
約
が
存
し
て
い
る
。

ま
た
、
委
員
の
任
期
が
長
く

v

委
員
の
交
替
が
原
則
と
し
て
一
年
に
一
人

づ
つ
な
さ
れ
る
こ
と
も
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
か
よ

う
な
措
置
は
、

「
独
立
性
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
政
策
の
継
続

性
、
一
貫
性
を
も
目
的
と
し
て
い

M
F

〈
1
〉
議
会
は
、
以
下
の
方
法
で
独
立
規
制
委
員
会
の
活
動
を
制
約
し
て

い
る
。

①
特
別
な
場
合
に
つ
い
て
一
定
の
政
策
叉
は
一
定
の
行
動
を
と
る

こ
と
を
委
員
会
に
指
示
す
る
法
律
を
制
定
し
、
決
議
を
な
す
。

②
予
算
措
置
。

③
委
員
を
退
職
せ
し
む
る
法
律
の
制
定
。

M
N
・肘

-
P臼

758・

4
Z
門
川
口
口
間
同
音
色

G
E
ω
E
E
o
h
p
o
T仏
1

3
ゅ
ロ
仏
何
回
件
河
内
切
L
脳
陣

o
q
n
D
g
g
u位
。
ロ
ω
・3

め
2
5
Z
F
E匂

ρ
E
T

g
q・
4
0
-
-
M品
(

芯

ω∞
i-uω
∞
〉
宅

--mωl一
目
?
な
お
、
行
政
裁

資
九
号
に
本
論
文
の
邦
訳
が
あ
る
。

(

2

)

東
大
社
研
編
・
前
掲
書
二
七
六
|
二
七
八
頁
。

〈
3
)
法
定
の
罷
免
事
由
と
し
て
は
、
非
能
率
。

5
s
a
g
n己
、
職
務
怠

慢
(
再
開

-oac同
仏
E
q
)
、
無
能

(
F
R
O
E
3
Zロ
円
。
〉
、
非
行

(gzni

oEEa〉
及
び
職
務
上
の
非
違
(
白
色
紗
陶
器
ロ
2
5
D
S
8〉
等
が

あ
る
。
【

U
E
Y
E
P
8・町一
7

3・
至
上
∞
N

・

(
4
)
〈
事
実
〉
フ

l
パ
!
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
F
T
C
の
委

員
た
る
ハ
ン
フ
レ
ー
を
ロ

1
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
、
見
解
の
相
違

を
理
由
と
し
て
罷
免
し
た

(
F
T
C
法
一
条
は
、
委
員
の
罷
免
事
由

を
非
能
準
、
職
務
怠
慢
、
職
務
上
の
非
違
と
定
め
て
い
る
)
。
そ
の
直

後
、
ハ
ン
プ
レ
ー
が
死
亡
し
た
の
で
彼
の
遺
言
執
行
人
(
開

Hoggる

が
、
ハ
ン
プ
レ
ー
が
F
T
C
の
委
員
で
あ
っ
た
ら
得
る
こ
と
が
で
き

た
で
あ
ろ
う
龍
免
か
ら
死
亡
ま
で
の
聞
の
俸
給
を
請
求
し
た
。

本
件
は
、
一
八
六
七
年
の
官
職
法
〈
吋
g
E
5
0『

O
B
8
〉

a-

(
5〉
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料

市
の
郵
便
局
長
の
罷
免
に
つ
き
上
院
の
同
意
を
必
要
と
す
る
と
定
め

る
}
を
、
大
統
領
の
権
限
を
不
当
に
制
約
す
る
と
の
理
由
で
違
憲
と

し
た
、

Z
3
Z
〈・

C-ω-wM吋
M
C・ω
・
間
三
国
N

白
〉
と
対
比
さ
れ

る
。
。
。
ロ
5
4
8
と

H
H
2
5
は
、
丙
判
決
を
子
細
に
検
討
じ
、
行

政
機
関
の
機
能
が
執
政
的
公
認

2
さ
吊
)
な
場
合
に
は
、
該
機
関

の
職
員
の
罷
免
は
自
由
で
あ
り
、
一
方
、
そ
の
機
能
が
司
法
的
、
準

司
法
的
、
準
立
法
的
な
場
合
に
は
制
限
を
う
け
る
、
と
指
摘
し
て
い

る
0

・4
Z
H
M
5喜
ロ
ペ

ω
3
1
H
Z
F
S
O
S
F
r
a
z
z
o『

〉
ι
B
5
F
a
s
z語
〉
間
2
2
2・3

の
2
5
2
F
ω
耳

p
g同
庁
ぞ
〈
D]-

M

一(一∞
ω
白〉司目
y

N
ム吋
I
i
M
品目
w
.

(
6
)

出
ロ
ヨ
司
宮

q
d
問問。

2
件。円〈

C
・ω
J
N
U
印
ピ
・
ω
-
m
O
N
・
え
白
日
目
l
f

白い~目・

(
7
〉

MMH何
回
与
。
ロ
ベ
切
の
O
B
S
5
2
0ロ〉《
S
E
E
s
t
s
富

g白問。
5
2ゲ

同州。吉見

d
S
F
ω
唱。
n
E
E
E
5・円一
8
3
宅・

ω∞l
よ
0

・
(
橋
本

・
前
掲
書
一

O
六
頁
か
ら
の
再
引
用
)
。

(
8
)
の
E
Y
E
S
-
D同y
n
X
J
H》・
ωωw
唱・

ω∞
・
参
照
。
な
お
、

(
U
E
Y
E
S

は
、
独
立
規
制
委
員
会
制
度
を
「
違
法
な
権
力
の
混
合
」
と
の
理
由

で
裁
判
所
が
そ
の
存
立
を
否
定
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
以
下
を
あ

げ
て
い
る
。
宅

-Ncig-

①
「
権
力
の
混
合
」
と
の
憲
法
的
攻
撃
を
う
け
る
以
前
に
、
独
立

規
制
委
員
会
制
度
は
、
既
成
事
実
と
な
り
、
多
年
活
動
し
相
当
の

成
功
を
お
さ
め
て
い
た
。

②
委
員
会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
権
限
は
、
準
立
法
・
準
司
法
的
権

資

限
で
あ
る
と
の
織
成
が
と
ら
れ
た
。

③
裁
判
所
は
、
独
立
規
制
委
員
会
の
社
会
的
必
要
性
を
認
識
し
て

い

た

。

'

④
規
制
委
員
会
の
処
分
は
、
厳
密
な
司
法
審
査
の
対
象
と
な
り
、
'

そ
れ
に
よ
り
専
断
的
な
権
力
行
使
を
チ
ェ
ッ
ク
し
え
た
。

⑤
規
制
委
員
会
に
対
す
る
憲
法
上
の
吟
味
は
、
適
法
手
続
と
い
う

広
く
弾
力
的
な
視
点
か
ら
な
し
え
た
。

(
9
)

こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
夫
「
行
政
委
員
会
と
権
力
分
立

論
」
公
法
研
究
三
号
(
一
九
五

O
年
〉
を
み
ら
れ
た
い
。

(
問
)
複
雑
高
度
な
技
術
的
問
題
や
適
度
の
裁
量
権
が
必
要
と
さ
れ
る
私

企
業
の
規
制
に
は
、
委
任
立
法
が
最
適
と
さ
れ
る
。
鵜
飼
信
成
編

『
行
政
手
続
の
研
究
』
〈
川
上
〉
〈
一
九
六
一
年
)
五
頁
。

(

日

)

(

リ

5
r
B
m
p
c司・

2FW
同y
N
吋・

ハ
ロ
〉
最
高
裁
は
、

C
・ω・ぐ

-FZFE14司
喜
仰
の
色
富
口
五
円
UD--

ぐ、

I
C
C
の
運
賃
設
定
行
為
を
立
法
的
性
質
の
も
の
と
判
示
し
て

い
る
。
同
三

C
・ω・
印
宝
え
印
∞
ω
・
2
8
3
・

(
日
)
シ
ュ
ウ
ォ

l
ッ
・
前
掲
書
一
七
四
頁
参
照
。

(川門〉

u
z
y
z
V回
出
品

t
Dロ
C
『
明
ロ
ロ
2
Z
5
5
〉仏
S
F
E
a
s
t
s

〉
間
内
ロ
門
町
田
・
3
Z
ω
ミ
日
仏
ド
E
ミ
河
町
三
。
=
・
〈
。
-
・
町
一

(
-
U
品目山)同)匂・

ω
∞吋

!ω
∞
∞
・
〈
以
下
、

U
匝丘町
lω
名
曲
目
E
Oロ
と
引
用
す
る
)

(日
)
A
P
A
の
成
立
史
は
、
鵜
飼
編
・
前
掲
書
〈
川
上
〉
七
j
一一二一良

が
詳
細
で
あ
る
。

(
問
)
門
ぎ
干

ω。宮
EEG-ω
宰
.
は
、

「
調
査
と
判
定
(
権
能
)
之
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4
1
1
1
j
i
 

i

i

 

. ' 

け

の
結
合
は
、

N
L
R
B
や
F
T
C
の
よ
う
な
告
発
機
関
に
お
い
て
は

不
適
当
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
退
役
軍
人
庁
(
〈
2
0
3
5

K
F
品目

E
a
s
z
g
)、
社
会
保
障
局
、
鉄
道
退
職
局
の
よ
う
な
資
格

者
(
母
開
2
5巴
に
支
払
い
を
な
し
、
非
資
格
者
に
は
支
払
い
を

し
な
い
こ
と
を
職
務
の
中
心
と
す
る
請
求

(
n
F
E
C
機
関
に
お
い

て
は
、
笠
間
が
な
い
ば
か
り
か
、
積
極
的
に
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
」
と

し
、
ま
た
、
ヲ
さ
∞
・
は
、
「
料
金
率
の
確
定
〈

a
gム
即
岡
山
口
巴
機

関
や
他
の
伺
様
な
規
制
機
関
に
完
全
な
分
離
を
導
入
す
る
こ
と
は
、

高
価
か
つ
不
必
要
な
二
重
の
努
力
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

ハ
げ
)
委
員
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

I
C
C

一
一
名
。

F
C
C

七
名
。

F
T
C
、
S
E
C
、
N
L
R
B
、
C
A
B
、
F
P
C

各
五

名
。
な
お
、
ワ
グ
ナ
l
法
上
の

N
L
R
B
の
委
員
数
は
三
名
で
あ
っ

た。

戸
川
間
)
た
と
え
ば
、

C
A
B
の
五
名
の
委
員
中
、
三
名
以
上
が
同
一
政
党

に
所
属
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

(
悶
)
委
員
の
任
期
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

I
C
C
、
F
C
C
、
F

T
C

各
七
年
。

C
A
B

六
年
。

S
E
C、
N
L
R
B
、
F
P
C

五
年
。
な
お
、

N
L
R
B
の
事
務
総
長
の
任
期
は
四
年
で
あ
る
。

(
却
)
チ
エ
ン
パ
レ
ン
、
ド
ウ
リ
ン
グ
、
へ
イ
ス
ハ
富
田
豊
訳
〉
「
連
邦

行
政
機
関
の
司
法
機
能
」
法
務
資
料
三

O
二
号
ハ
一
九
四
九
年
〉
七

五
頁
。

(
(
U
Z
E
r
o己防
z
w
u
o豆
町
ロ
聞
や
出
血
3
・
吋
r
m
p会
nF曲
目

明ロロ
a
F
Oロ
宮
司
2
r
g】
〉
仏

g
S
F師
同
門
即
時

Z
O
K
F
m
m
H
H
n
戸市白・〉

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

3 

9 

第
二
節

ワ
グ
ナ
l
法
上
の

N
L
R
B

N
L
R
B
の
手
続
と
機
構
は
、
諸
々
の
先
駆
的
経
験
を
ふ
ま
え
て
一
九
一

五
年
の
ワ
グ
ナ
l
法
に
よ
り
始
め
て
明
確
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

後
、
一
九
四
七
年
の
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ
l
法
制
定
ま
で
に
労
働
委
員
会
制

度
の
確
固
と
し
た
基
礎
は
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
タ
フ
ト
・
ハ
l
ト
レ

-
法
は
、

N
L
R
B
の
機
構
を
中
心
に
若
干
の
修
正
を
な
し
た
が
、

N
L
R
~

B
の
手
続
の
基
本
的
枠
組
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
節

で
は
、
い
わ
ば
労
働
委
員
会
制
度
の
形
成
e

確
立
期
に
あ
た
る
ワ
グ
ナ
l
法

期
に
お
い
て
、

N
L
R
B
の
手
続
と
機
樗
か
い
か
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た

か
、
ま
た
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
か
を
検
討
す
る
。

第
一
款

立
法
時
の
論
議

る
点 独
に 立
不規
当 制
労委
働員
行会
為が
制不
度 当
の労
主働
要行
な 為
特 の
徴救

2護
る関
。と
こし
のて
独設
立置
規さ
制れ

雲ご

会
制
度
が
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
伝
統
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
L

た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
ワ
グ
ナ

1
法
の
立

法
時
に
、

N
L
R
B
に
関
し
い
か
な
る
論
議
が
な
さ
れ
允
か
を
検
討
す
る

y

そ
れ
に
よ
っ
て
、

N
L
R
B
と
い
う
独
立
規
制
委
員
会
を
不
当
労
働
行
為
の

救
済
機
関
と
し
た
議
会
の
意
図
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
、
個
々
の
論
点
に
は
い
る
前
に
、
裁
判
所
守
は
な
く
行
政
庁
が
不
当

北法26(3・247)525



料

労
働
行
為
の
救
済
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
理
由
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
、
繰
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
伝
統
に
由

資

来
す
る
と
と
も
に
、
不
当
労
働
行
為
制
度
が
不
況
の
克
服
を
め
ざ
す
ニ

z
l

デ
ィ
l
ル
政
策
の
一
環
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
忠
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ュ

l
デ
イ
|
ル
期
の
労
使
関
係
規
制
政
策
げ
「
主
」
目

的
は
、
賃
上
げ
に
よ
っ
て
大
衆
購
買
力
を
増
強
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
と

消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
し
、
不
況
を
克
服
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
当

時
は
、
労
働
組
合
運
動
が
極
め
て
停
滞
し
て
い
た
の
で
こ
の
賃
上
げ
は
、
国

家
が
積
極
的
に
団
結
権
・
団
交
権
を
保
障
し
、
労
働
組
合
の
交
渉
力
を
強
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
始
め
て
可
能
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

か
よ
う
な
シ
ェ
ー
マ
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
国
家
は
、
積
極
的
に
労
使
関
係

に
介
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
私
人
の
訴
訟
提
起
に
た
よ
あ
必
要
の

《

2
V【

S
V

な
い
行
政
規
制
が
最
適
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
当
時
は
、
労
使
関

係
規
制
に
関
す
る
裁
判
所
の
見
解
が
非
常
に
保
守
的
で
あ
っ
た
の
寸
、
立
法

府
は
、
こ
れ
ら
の
進
歩
的
な
政
策
を
実
施
す
る
第
一
次
的
責
任
を
裁
判
所
に

委
ね
る
こ
と
に
は
非
常
な
危
倶
を
い
だ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
全

国
的
に
統
一
し
た
政
策
を
緊
急
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
司
法
的
規
制
よ
り

も
行
政
規
制
の
方
が
よ
り
好
ま
し
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ

故
、
立
法
時
に
お
い
て
、
不
当
労
働
行
為
の
救
済
を
行
政
庁
に
委
ね
る
こ
と

自
体
に
対
す
る
異
議
は
ほ
と
ん
ど
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
論
議
の
対

象
と
な
っ
た
の
は
行
政
規
制
の
「
あ
り
方
」
の
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
行
政
規
制
の
「
あ
り
方
」
に
関
す
る
論
争
は
、
次
の
二
点
を
中
心
に

《

4
v

な
さ
れ
た
。

第
一
は
、

N
L
R
B
を
独
立
委
員
会
に
す
る
か
、
労
働
省
の
監
督
下
に
お

く
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
、

N
L
R
B
の
行
政
機
構
上
の
位

置
に
関
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

N
L
R
B
の
権
限
を
い
か
な
る
も
の
に
す
る

か
の
問
題
を
も
含
ん
で
い
た
。

ワ
グ
ナ

l
法
成
立
の
立
役
者
で
あ
る
ワ
グ
ナ

l
上
院
議
員
ら
は
、

権
、
団
交
権
を
効
果
的
に
保
障
す
る
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
を
同
法
の
主
要

な
立
法
目
的
の
一
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
ニ
ラ
期

(
Z
H
m〉・

z
a
5
E
-
-
E
5昨日こ凶
2
2
2可
〉
円
ご
に
お
け
る
労
使
関
係
規
制
「
方

法
」
の
欠
陥
の
是
正
を
目
的
と
し
て

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
を
構
想
し

た
。
具
体
的
に
は
、

N
L
R
B
の
権
限
を
準
司
法
的
な
も
の
に
限
定
し

ν

そ

(ev 

の
命
令
に
一
定
程
度
の
強
制
力
を
付
与
し
た
。
さ
ら
に
、
決
定
手
続
の
公
正

さ
の
確
保
と
命
令
の
十
全
な
実
施
の
た
め
に

N
L
R
B
を
「
独
立
」
規
制
委

員
会
と
し
た
。

か
よ
う
な
構
想
に
対
し
て
、
当
時
の
労
働
長
官
パ

l
キ
ン
ス
は
、
正
面
か

ら
反
対
し
た
。
彼
女
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
を
あ
げ
て
、

N
L
R
B
を
労

R
7
v
 

働
省
下
に
霞
き
、
あ
ら
ゆ
る
労
使
紛
争
を
協
議
方
式
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る

(
8
X
9》

と
提
唱
し
た
。
①
独
立
規
制
委
員
会
は
、
業
務
遂
行
に
時
間
が
か
か
り
、
結
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局
、
大
統
領
の
負
担
を
増
す
。
②
独
立
規
制
委
員
会
は
、
政
策
全
体
と
の
関

連
モ
行
動
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
③
労
働
省
調
停
部

2
8
&
z
t
oロ
V
7

三
2
〉
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
労
使
紛
争
を
調
停
し
て
き
た
実
績
を
有
す
る

の
で
、

N
L
R
B
を
労
働
省
内
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
紛
争
を
協
議

方
式
で
解
決
し
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
④
労
働
者
に
関
す
る
総
て
の
問
題

を
集
中
し
て
労
働
省
に
処
理
さ
せ
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。

十う

ハ

l
キ
ン
ス
の
こ
の
構
想
は
、

一
時
は
下
院
労
働
委
員
会
の
賛
同
を
得
た

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
下
院
本
会
議
に
お
い
て
、
マ
ー
カ
ン

ト
ニ
l
オ
(
豆
島

g
三
D
E
C
)

議
員
ら
の
強
い
反
対
に
あ
い
、

一一一一

O
対
四

八
で
否
決
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
彼
ら
の
反
論
は
次
の
三
点
か
ら
な
っ
て
い

た。
第
一
に
、

N
L
R
B
を
労
働
省
下
に
設
置
し
た
な
ら
ば
、
人
事
と
予
算
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
遇
じ
て

N
L
R
B
の
運
営
は
、
結
局
、
労
働
長
官
に
牛
耳

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
労
働
省
は
、

「
米
国
の
賃
金
労
働
者
の
福
祉

を
向
上
、
発
展
さ
せ
、
そ
の
労
働
条
件
を
改
善
し
、
有
益
な
雇
用
に
就
く
機

会
を
一
層
拡
大
す
る
こ
九
一
一
一
一
年
、
米
国
労
働
省
設
置
法
)
」
た
め
に
設

置
さ
れ
た
の
で
産
業
界
は
労
働
省
の
中
立
性
に
不
信
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
摩
業
界
か
ら
の
信
頼
を
か
ち
と
る
た
め
に
も
N
L
R
B
を
「
独
立
」
規

制
委
員
会
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
加
山
第
一
一
に
、
ニ
ラ
期
の
経
験
に
鑑

み、

N
L
R
B
を
「
独
立
」
委
員
会
に
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ラ

期
の
全
国
労
働
局

(
Z
2
5
E
-
E
r
c
『∞
S
L
)
と
第
一
次
N
L
R
B
は、

そ
の
命
令
の
実
施
に
つ
き
全
国
復
興
庁

(
Z
E
C
E
こ
U
2
5
q
〉

ι
Eロ
F
l

羽
町
民
E
ロ
〉
及
び
司
法
省
の
協
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
向
機
関

は
、
当
該
政
策
に
あ
ま
り
熱
意
を
示
さ
ず
、

N
L
R
B
の
政
策
遂
行
を
大
い

に
阻
害
し
た
。
そ
こ
で
、
か
よ
う
な
欠
陥
を
是
正
し
、
独
自
の
立
場
で
一
貫

し
た
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

N
L
R
B
の
「
独
立
化
」
が
不
可
欠
で

あ
る
。
第
一
一
一
に
、
紛
争
調
整
機
能
と
準
司
法
的
機
能
と
の
混
同
を
避
け
る
べ

き
で
あ
る
。

N
L
R
B
を
労
働
省
下
に
置
い
た
な
ら
ば
、
法
の
施
行
と
い
う

N
L
R
B
の
機
能
と
紛
争
調
整
と
い
う
労
働
省
調
停
部
の
機
能
の
混
同
が
な

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
な
事
態
は
、
団
結
「
権
」
・
団
交
「
権
」
保
障

の
た
め
に
N
L
R
B
を
設
置
し
た
趣
旨
に
そ
む
く
も
の
で
あ
る
。

以
上
の

7
1
カ
ン
ト
ヱ

1
オ
議
員
の
主
張
は
、
極
め
て
説
得
力
に
富
む
も

の
で
あ
り
、

N
L
R
B
を
「
独
立
」
規
制
委
員
会
と
し
た
直
接
の
理
由
を
あ

き
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
、
ニ
ヲ
期
に
お
い
て
、
大

統
領
及
び
彼
の
側
近
が
労
使
関
係
規
制
政
策
に
対
し
て
と
っ
た
消
極
的
な
態

度
も
、

N
L
R
B
の
「
独
立
化
」
の
構
想
を
促
し
た
重
要
な
一
因
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

行
政
規
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
第
二
の
論
争
は
、

N
L
R
B
の
手
続
を
め

ぐ
っ
て
で
あ
る
。
ワ
グ
ナ
l
議
員
ら
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
等
の
既
存
の
独

立
規
制
委
員
会
の
手
続
に
範
を
と
り
、
迅
速
且
つ
実
効
性
の
あ
る
事
件
処
理
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料

主
人
権
保
障
の
双
方
を
調
和
せ
し
め
る
よ
う
に
N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
を

定
め
た
、
と
主
張
し
た
。

l 資

一
方
、
反
対
側
は
、

N
L
R
B
の
手
続
の
不
当
性
を
、
違
憲
性
と
濫
用
の

お
そ
れ
の
両
面
か
ら
主
張
し

mw
ま
ず
、
違
憲
性
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

論
じ
た
。
①
確
立
さ
れ
た
証
拠
法
則
を
無
視
し
て
N
L
R
B
が
証
拠
の
認
定

を
し
、
裁
判
所
が
そ
の
認
定
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
、
憲
法
修
正
五
条
〈
適

法
手
続
の
保
障
〉
に
違
反
す
る
。
②
裁
判
所
に
よ
る
制
約
を
う
け
な
い
N
L

R
B
の
調
査
権
限
は
、
修
正
四
条
(
不
当
捜
査
・
不
当
差
押
え
の
禁
止
)
に

違
反
す
る
。
③
損
害
額
を
評
価
し
、
原
状
回
復
を
命
じ
、
裁
判
所
を
拘
束
す

る
事
実
認
定
を
な
す
N
L
R
B
の
権
限
は
、
修
正
七
条
内
陪
審
裁
判
の
保
障
〉

に
違
反
す
る
。
次
に
、
手
続
の
濫
用
の
お
そ
れ
の
具
体
例
と
し
て
以
下
を
あ

げ
た
。
①
N
L
R
B
は
、
い
や
が
ら
せ
の
た
め
に
罰
則
附
召
喚
令
状

(
g
v
l

寝
市
ロ
る
を
使
う
か
も
し
れ
な
い
。
②
組
合
や
競
争
関
係
に
あ
る
企
業
は
、

N
L
R
B
の
手
続
を
利
用
し
て
被
申
立
企
業
の
企
業
秘
密
を
知
り
う
る
か
も

し
れ
な
い
。
③
証
拠
法
則
の
不
採
用
は
、
伝
聞
に
基
づ
く
決
定
を
許
す
。
④

N
L
R
B
は
、
同
一
事
件
で
告
発
官
と
裁
定
官
と
し
て
の
役
割
を
担
う
の
で

公
正
な
決
定
を
な
し
え
な
い
。

nuv 

と
こ
ろ
で
、

N
L
R
B
の
手
続
は
、
す
で
に
そ
の
手
続
の
合
憲
性
が
認
め

ら
れ
て
い
る
F
T
C
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、
以
上
の
違
憲
性

の
主
張
に
は
そ
れ
ほ
ど
説
得
力
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
手
続
の
濫
用
の
お
そ

れ
の
多
く
は
、
制
度
上
よ
り
も
運
営
上
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
こ
れ
も

決
定
的
な
反
駁
に
な
り
え
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
批
判
が
力
を
持

ち
出
す
の
は
、

N
L
R
B
の
運
営
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ

l
法
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
の
は
後
述
す
る
と
お
り
勺
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ワ
グ
ナ
l
法
成
立
時
に
お
け
る
N
L
R
B
に
関
す
る
主
要

な
争
点
は
、

N
L
R
B
の
行
政
機
構
上
の
位
置
及
び
N
L
R
B
の
手
続
・
権

限
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
J

そ
し
て
、
そ
こ
で
は
結
局
、
公
正
且
つ
効
果
的
な

行
政
規
制
と
「
被
申
立
人
」
の
諸
権
利
を
い
か
に
調
整
す
べ
き
か
、
を
中
心

に
論
議
が
な
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
際
、
行
政
規
制
の
あ
り
方
は
、
も

つ
ば
ら
行
政
庁
主
導
型
で
と
ら
え
ら
れ
、
規
制
に
よ
っ
て
自
ら
の
利
益
が
擁

護
さ
れ
る
「
申
立
人
(
労
働
者
も
し
く
は
労
働
組
合
ν
」
の
手
続
上
の
「
権

利
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
議
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
す
で
に
こ
の

点
に
お
い
て
、
団
結
「
権
」
、
団
交
「
権
」
を
人
権
レ
ベ
ル
で
は
な
く
あ
く

ま
で
バ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
の
観
点
か
ら
把
鐘
す
る
ア
メ
リ
カ
型
不
当
労
働

行
為
制
度
の
特
質
が
見
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
U

ニュ

l
デ
ィ
l
ル
期
の
労
働
政
策
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済

研
究
会
編
『
ニ
ュ
l
デ
ィ

l
ル
の
経
済
政
策
』
(
一
九
六
五
年
)
二

八
七

l
一
一
一
一
三
ハ
頁
が
詳
細
で
あ
る
。

(
2〉
か
よ
う
に
、
団
結
「
権
」
、
団
交
「
権
」
の
保
障
が
人
権
レ
ベ
ル
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で
は
な
く
、
主
に
経
済
政
策
の
問
題
と
し
て
把
田
位
さ
れ
て
い
る
点
に
、

ア
メ
リ
カ
労
働
法
の
顕
著
な
特
質
が
あ
る
。

(
3
)

ス
ミ
ス
教
授
は
、
行
政
規
制
が
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
次
の
四

点
を
あ
げ
て
い
る
。

①

N
L
R
A
は
公
権
を
創
設
す
る
も
の
な
の
で
、
私
的
で
な
く
公

的
な
訴
追
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
訴
訟
に
は
費
用
が
か
か
る
。

③
裁
定
的
権
能
を
単
一
の
機
関
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
解
釈

の
統
一
性
を
達
成
す
る
。

④
連
邦
の
経
済
的
規
制
は
、
特
殊
な
専
門
性
一
を
有
す
る
機
関
に
委

ね
る
の
が
望
ま
し
い
。

『
日
米
比
較
労
働
法
』
七
三

l
七
四
頁
。

ま
た
、
』
防
止
命
は
、
労
使
関
係
規
制
は
「
基
準
が
一
般
的
で
あ
り
、

サ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
且
つ
、
処
罰

よ
り
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
適
当
な
の
で
、
行
政
手
続
に
よ
る
方
が
好

ま
し
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
0

2

吋

Z
句
ロ

Z
X
H
N仲間
Z
U
D冊目
ω
5

FωrcH
切
0
2仏
の
ωωom--w
出
ω円〈陶『
L
F白
老
河
内
〈
庁
耳
-
〈

O一
・
印
国
・

(
-
u
h
a

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

1
3品
目
)
同

y
吋

N
∞・

(
4
)

ワ
グ
ナ
1

法
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
『
不
当
労
働
行
為
制
度
』
の
形
成

ω」
六

O
五
l
六
二

O
頁
を

み
ら
れ
た
い
。

(
5
)
 
ニ
ラ
期
の

N
L
B
及
び
第
一
次
N
L
R
B
(通
常
、
公
共
決
議
四

四
号
に
基
づ
く
N
L
R
B
は
第
一
次
N
L
R
B
、
ワ
グ
ナ
l
法
上
の

そ
れ
は
第
二
次
N
L
R
B
と
よ
ば
れ
る
)
は
、
準
司
法
的
権
限
だ
け

で
は
な
く
紛
争
調
整
権
限
を
も
有
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、

N
L
B

は
三
者
構
成
の
委
員
か
ら
成
り
、
紛
争
調
整
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
の
運
営
で
は
こ
の
問
権
限
は
十
分
に
使
い
わ
。

け
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

〈

6
〉

N
L
B
と
第
一
次
N
L
R
B
に
は
、
命
令
を
強
制
す
る
権
限
が
な

か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
同
五
八
二
|
六

O
五
頁
を
み

ら
れ
た
い
。

(
7
〉
も
っ
と
も
、
労
働
省
は
、

N
L
R
B
の
人
事
・
予
算
を
コ

γ
ト
ロ

ー
ル
す
る
だ
け
で
、
命
令
の
再
審
査
は
し
な
い
、
と
主
張
さ
れ
た
。

(
8
)
明

-
H
M
2
r
5
m・
同
，

rm
問
。

D自
〈
O
X
H
r諸
君
・
(
一
回
会
)
同
y

E

0
・

(
9
〉
彼
女
は
、
ニ
ラ
期
の

N
L
B
及
び
第
一
次
N
L
R
B
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ら
を
労
働
省
下
に
置
く
べ
し
と
大
統
領
に
進
吾
一
目
し
て
い

た
、
と
い
わ
れ
る
。
』
.
〉
-
C
3
g
w

吋

宮

宮
ω
r
E
m
c同
神
宮

Z
戸
同
州
∞

wl〉

ω吉
弘
可
皆
同
円
。
ロ

2
u
-
n
p
司
己

x
k
m
ω
ロ

晶

子

伶

戸

ω者
十

(
一
回
吋
ム
〉

H
Y

一O
A
I
ム
O
∞・

(

叩

)

(

リ

C口
問
よ
岡
山
巾

n
o
L
-
F
M
}巳
}
内
田
吋

MM-

(
H
U
F
r丘
二
回
吋

Nω
山
一
切
・
司

F
2
・
a
吋
『
仰
の
め
H
M
E
E
D『
子
。

Z
戸
河
切
古

E
m件
。
ユ
円

F

E刃
向
江
〈
。
・
ョ
戸
谷

D
H
F
E
ξ
』

D
z
s
t
w
〈
C
]
.
N
G
(
一
切
町
田
)

℃
-
∞
・

(
刊
は
)
全
国
復
興
庁
は
、
公
正
競
争
規
約
の
作
成
・
監
督
を
主
要
任
務
と

し
て
い
た
の
で
、
使
用
者
と
完
全
な
敵
対
関
係
に
立
つ
こ
と
を
好
ま

寸
な
か
っ
た
。
ま
た
、
司
法
省
は
、
労
働
事
件
の
処
理
に
不
慣
れ
で
あ

北法26(3・25])529



料

り
、
さ
ら
に
、
団
結
権
の
保
障
等
を
規
定
す
る
ニ
ラ
七
条
例
に
違
憲

の
疑
い
を
有
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

m-
∞
S
O
F
a
-
Cロ
5
5
0同

吋

F
2円

O
d〈
ロ
の
Y
D
C
m
百
四
・
(
-
∞
ω
∞
)
司
・
全
・
。
3
2・
0
司
・
丘
一
-

匂
司
問
。
l
i
m
-
-

(

日

)

【

U
D
口問

-
-
F
g昇
F
M
M
H
M
匂

N
N
i可
Nω
・

(
リ
門

)
F
E
-
-
∞芯
ω
・

(
日
)
こ
の
点
に
つ
き
、
ロ

l
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
ヮ
グ
ナ
l
法
成
立
の
際

に
、
「
調
停
の
本
質
た
る
妥
協
は
、
法
の
解
釈
、
執
行
と
は
あ
い
い

れ
な
い
」
と
声
明
し
た
。
一
切
ケ
〉
ロ
ロ
己
主

-UH5与
え

Z
F
m∞
・
司
・
∞

の
(
注
)
。

(
M
m
)

彼
ら
は
ワ
グ
ナ
l
法
の
積
極
的
な
支
持
者
で
は
な
か
っ
た
。
?
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
同
法
に
対
す
る
支
持
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
は
、
同

法
案
の
下
院
労
働
委
員
会
通
過
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は、

F
・
出
・
相
内
0
3
2
-
5
m
-
R吋
7
0
J司
ω
m
Z『

K
Fの件

U

H

ぺ
ω

。ュ包ロ

ωロ
ι

【

U
E
同日ロ件

ω仲間口
5
8ロ
g
・3

吋
170
のめ
O
同
問
。
ぜ
司
自
主
四
件
。
ロ

Ed〈

岡山命三何者

5
-
-
N
U
・
(
-
u
m
C
)

司・

NONINS-
が
詳
細
で
あ
る
。

(
げ
)
円
切
。
E
a
E
P
Z命者

F
と
の
c
-
r
n
t耳
切
日
程

E
口
問
旬
。
ピ
ミ
・

(-回目。)司・一〔〕吋・

(
叫
山
)
∞
命
日

ω
w
m
D
S
5
r
島
町
の
0
・〈・司、
H
，

P
N印笥・
ω
oア
(
の
〉
ア

一
回
一
∞
〉
え

ω
二
|ω
一N
W

は、

F
T
C
に
あ
る
行
為
が
「
不
公
正
な

競
争
方
法
」
に
該
当
す
る
か
否
か
を
認
定
す
る
権
限
を
付
与
し
て
も

立
法
権
、
司
法
権
の
違
憲
た
る
委
任
に
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
ま
た
、

krrggt弓
E
g
r。吋
O
R
B
.
r
m
.ロ
ぐ
吉
行
一
∞
司
-
N
ι

資

∞町田・
(
(
U

〉
∞
・

3
N
3
・
a
∞吋
0

・
は
、

F
T
C
の
事
実
認
定
は
証
拠

に
よ
り
支
持
さ
れ
る
か
ぎ
り
最
終
的
モ
あ
る
と
の
条
項
は
、
適
法
手

続
に
違
反
し
な
い
、
と
す
る
。

N
L
R
B
の
手
続
と
機
構

一
九
三
五
年
七
月
五
日
に
、
ワ
グ
ナ
l
法
が
成
立
し
、
八
月
四
臼
に
N
L

第
二
款

R
B
の
委
員
と
し
て
マ
デ
ン
(
巧
・
宮
包
品
。
ロ
〉
、
ス
ミ
ス
(
同

ω弓
子
)

及
び
カ
モ
l
デ
ィ

C
-
p
g白
身
〉
が
任
命
さ
れ
、
こ
れ
で
職
務
開
始
の

準
備
が
完
了
し
た
。
彼
ら
が
最
初
に
直
面
し
た
仕
事
は
、

N
L
R
B
の
機
構

整
備
ピ
ワ
グ
ナ
l
法
が
宣
言
し
た
団
結
権
・
団
交
権
保
障
政
策
の
内
容
を
労

使
に
周
知
徹
底
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
に
あ
っ
て
は
、
労
使
双
方

と
も
ワ
グ
ナ
i
法
に
対
し
違
憲
の
疑
い
を
有
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
後
者
の

作
業
は
困
難
を
極
め
た
と
思
わ
れ
る
。

N
L
R
B
が
あ
る
程
度
労
使
の
信
頼

を
克
ち
え
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
ワ
グ
ナ
1
法
合
憲
判
決
た
る
一
九
三
七
年

の
N
L
R
B
対
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
l
リ
ン
鉄
鋼
会
社

(
Z「
岡
山
田
〈
・
守
口
2
h
F

《

S
V

H
b
z
m
y
E
ロ
ω
R己
{
U
C
H

ア
ω
c
-
c
-∞
-
C
判
決
以
降
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
間
及
び
そ
の
後
を
通
じ
て
N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
は
次
第
に
整
備
さ

ハ
4
)

れ
、
現
在
の
N
L
R
B
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
労

働
委
員
会
制
度
の
形
成
・
確
立
期
で
あ
る
ワ
グ
ナ
i
法
期
に
お
け
る
N
L
R

B
の
手
続
・
機
構
の
内
容
を
あ
き
ら
か
に
し
、
こ
の
期
を
通
じ
て
い
か
な
る

北法26(3・252)530



(
5》

問
題
が
生
じ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
を
検
討
し
た
い
。

(斗

(
1
)
N
L
R
B
は
第
一
次
N
L
R
B
の
組
織
を
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
う

け
つ
い
だ
。

(
2
)
者・

7
白
色
舟
=
・
£
E

7

0

ご

古

田

B
L・
-wp・
c-
臼
-
S
H
r
o
H四

包
よ
↓
r何
者
俗
間
口

2
P土
足
昔
、
H
，
g
J
F
3・
石
合
)
司
・

8
.

引∞司
2
0
r
m
・
-
司
円
芹
e

匂

-

〔

}
U
.

(
3
)

ワ
グ
ナ
l
法
成
立
か
ら
同
判
決
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
は
、
拙
稿

は
六
二
四

l
六
三
四
頁
を
み
ら
れ
た
い
。

(
4
)
ζ
ニ-
2
と
∞

gd〈
ロ
は
、
ワ
グ
ナ

l
法
期
の

N
L
R
B
の
運
営
を

三
期
に
区
分
し
、
そ
の
期
毎
の
特
質
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い

マ
匂
。

第
一
期
は
、
富
邑
乱
。
ロ
委
員
長
の
時
期
(
一
九
三
五
l
四

O
〉で、

政
策
上
・
運
営
上
の
基
礎
づ
く
り
、
が
な
さ
れ
る
。
第
二
期
は
、
富
二
一
-m

委
員
長
の
時
期
(
一
九
四

O
l四
五
)
件
、
、
権
限
の
委
託
と
分
散
化

が
な
さ
れ
る
。
第
三
期
は
、
出
O
R
C
問
委
員
長
の
時
期
(
一
九
四
五

i

四
七
)
で
、
局
委
員
会
に
対
す
る
批
判
が
強
ま
り
、
局
委
員
会
の

自
主
性
が
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。

F
D
B
子
。
吉
岡
ロ
2
〉
口
ご

c
u
p
-
Fユ
ぎ
・

(
-
8
5
3・

Nω
印

la--Mω

ゃ
な
お
、
本
書
の
著
者
た
る
ミ
ル
ズ
は
、
一
九
四

O
I四

五
年
に

N
L
R
B
の
委
員
長
を
勤
め
た
ミ
ル
ズ
と
同
一
人
物
で
あ

る。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

(
5
)
 
ζ
E
Z
と
∞
『
D
d
〈
ロ
は
、
ワ
グ
ナ
!
法
期
の

N
L
R
B
の
運
営
を

評
価
す
る
際
、
そ
の
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
な
運
営
阻
害
要
因
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
①
対
処
す
べ
き
問
題
の
新

し
さ
。
②
一
議
会
・
産
業
界
の
継
続
的
抵
抗
。
③
立
法
時
に
予
窓
し
え

な
か
っ
た
組
合
運
動
の
分
裂
。
④
全
期
間
の
半
分
が
、
国
防
・
戦
中

・
戦
後
の
異
常
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
。

HZι
・・

3
・

8
1
2・
そ
の

外
に
、

N
L
R
B
の
運
営
を
阻
害
し
た
要
因
と
し
て
は
、
一
九
四
四

l
四
五
年
に
か
け
て
、

ωSHF-ngg耳
巧
R
U
U吉
伸
虫
〉
え

に
よ
り
、

N
L
R
B
に
ス
ト
権
投
票
を
主
宰
す
る
役
目
が
課
せ
ら

れ
、
こ
れ
が

N
L
R
B
の
負
担
を
増
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

∞
子
〉
ロ
ロ

E
-
m
a
o叫件。『

Z
F
m∞
-
若
手
l
∞

-u由
子
〉
ロ
l

E
m
-
F
3込
者
・
吋

N
i吋
ヂ
ニ
O
丹

F

〉
出
口
白
色
問
。
吉
見
苦
・
吋
由

1
3・
参
照
。

〔

-
'--' 

N
L
R
B
の
手
続
(
概
略
〉

N
L
R
B
の
手
続
の
基
本
的
枠
組
は
、
ワ
グ
ナ

l
法
、
タ
フ
ト
・
ハ

1
ト

レ

l
法
を
通
じ
て
変
更
を
み
な
い
の
そ
、
そ
の
詳
細
は
二
章
以
下
に
ゆ
ず

る
。
こ
こ
で
は
、
ヮ
グ
ナ
i
法
の
運
営
時
に
問
題
と
な
っ
た
事
項
を
中
心
に

検
討
を
す
す
め
た
い
。

N
L
R
B
の
手
続
の
概
略
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
手
続

の
順
序
に
し
た
が
っ
て
論
述
す
る
。
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料

( 申立
非 ↓
公 現地調査官による調査
式 〆¥
手申立の取下げ 任意、解決
続 ↓|
〉 申立の却下 | 

救済請求状の発布

審 問

審問官による中間報告

局委員会の裁定

詰 l執行力持与の申請i控訴審叩る l取消↓訴訟

号 裁判所侮辱手続

資

(
公
式
手
続
)

(
1
)

ワ
グ
ナ

l
法
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
に
よ
っ
た
。

。・

0
・
図
。
者
自
E
f
句

zEF円
。
。
=
可
c
-
G『
Fmwゲ
C『

m
o
r
t
oロ
ω・

(
-
u
h
R
N
〉
司
司
・

ω-印
llωω
∞-

U
Z
M
〉
ロ

E
ω
-
m
3
0ユ
え

Z
F
m∞・

3
・一

N
1
5
・

玄
g
o四
B
Z
D『
子
。
〉
2
2
E
3
0
2
2己
ぷ
の
0
5
5
E
2
cロ

〉

L
E
5
F
a
s
Z
5
可
百
円
。
内
田
信
司
・

3
ユ
印
・

zmw丹い
Dロ
ω}
「
ωro同

H
U
E芯
口
問
回

S
L・
(
司
与
の
C口
問
『

2
p
-
a
v
z
o
p
ロ
C
E
g
g件

z
o・

s・
)
3・
ω
l
ω
0
・

。
-
F
Bロ再
F
R
tそ
吉
件
。
。
ロ
笠
宮
件
。
ω
ω
出
町
P
O
S
E円。

g念
日
答
。

Z
F
m∞・
3

冨』
n
E四
g
z
d〈
問
。
三
2
3
〈

D--
全
戸
一
定
ωU

H6・
沼
山
l
l
宝
ω
・

な
お
、
こ
の
時
期
の
N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
が
適
法
手
続
に
違

反
し
な
い
、
と
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
巧
・
の
色
-
l

y
o
g
h
w
∞・

F
-
F
Fロ『
FOE-RHVD口
丘
町

ωω
ロ仏戸内凶
roH
列。
r
t
cロ♂

〉
回
〉
累

vSFS-
え
の
吋
E
n
u
g
o
h
Z
H
h剛
山
切
匂

5
8
L
Z
3・3

の
D
F
l

B
r
s
r
d〈
河

2
-
2
4
0一・

ω国
(
一
回
ωU〉

3
・
ω
ω
?
1
ω
8
・
が
あ

る
。
こ
の
論
文
は
、

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
に
対
す
る
批
判
を
類

型
化
し
、
そ
れ
に
逐
一
反
論
を
加
え
て
い
る
の
で
、

N
L
R
B
の
手

続
・
機
構
に
関
す
る
当
時
の
論
点
を
知
る
う
え
で
極
め
て
便
利
で
あ

る。

付

申
立
令
官
品
。
)

不
当
労
働
行
為
が
な
さ
れ
た
、
も
し
く
は
、
な
さ
れ
て
い
る
と
思
料
す
る

ハ
I
V

者
は
だ
れ
で
も
そ
の
旨
を
地
方
支
局
長
(
別
品
5
5】
宮
司
n
ぎ
る
に
申
立

て
う
る
。
こ
の
申
立
が
手
続
開
始
の
端
緒
と
な
る
。
申
立
「
権
」
者
と
い
う

も
の
は
存
し
な
い
。
そ
の
点
で
は
刑
訴
法
上
の
「
告
発
」
と
極
め
て
類
似
し

て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
点
に
、
ア
メ
リ
カ
の
不
当
労
働
行
為
手
続
の
顕
著
な

特
徴
が
見
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者

が
申
立
を
す
る
こ
と
は
、
実
際
上
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

N
L
R
B
自
身
は
、
自
己
の
発
意
だ
け
で
(
申
立
な
し
に
)
事
件
調

査
を
開
始
し
え
な
い
。
申
立
に
つ
い
て
だ
け
は
、

N
L
R
B
の
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
プ
が
制
約
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
か
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
理
由

北法:;:6.(3・254)532



i
i
 

j
e
 

j
一一一

2
3
j
i
十

!
 

‘
 

は
あ
き
ら
か
マ
な
い
。

左
表
は
、
ヮ
グ
ナ
1

法
期
に
お
け
る
申
立
件
数
の
変
動
で
あ
る
。
一
九
一
一
一

八
年
以
降
そ
の
数
が
急
増
し
た
の
は
、
ワ
グ
ナ
1
法
合
憲
判
決
の
影
響
と
い

(
2
v
 

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
二
年
以
降
、
不
当
労
働
行
為
申
立
に
比
し
て

代
表
事
件
の
申
請
が
増
加
し
た
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
不
当
労
働
行
為
制
度
が

定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
を
暗
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

付

年次|全申立件数I~諸問代表事件
1936 1，068 865 203 

1937 4，068 2，895 1.173 

1938 10，430 6，807 3，623 

1939 6，904 4，618 2，286 

1940 6，177 3，934 2，243 

1941 9，151 4，817 4，334 

1942 10，977 4，967 6，010 

1943 9，544 3，403 6，141 

1944 9，176 2，573 6，603 

1945 9，738 2，427 7，311 

1946 12，260 3，815 8，445 

1947 14，909 4，232 10，677 
1947 939 296 643 

6.1-8.21 

合計| 10日 411 45，6491 59，脱

12 th Annual Report of NLRB. p. 83 

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

(
l
)

重
要
な
事
件
の
場
合
に
は
、
直
接
局
委
員
会
に
対
し
て
申
立
て
を

な
し
え
た
、
と
い
わ
れ
る
。
巧
o
-
F
J
E
2
2
a
z
z
s
M
M
3
8含
耳

Z『

O
百
子
σ
Zえ
弓
口
。

-
F
m
w
r
c『
剛
山
巾

F
Z
D
B

∞
sa--w、H

，F巾

C
ロF
i

〈
ゆ
『

ω
F
q
a『
【

U
E
g
m
a

問
、

ω毛
列
。

iodそ
〈

O
]
・
印
(
一
回

ω∞
)
司
・

ω吋
U・

(
2〉

切
。
耳
ヨ

mwp
。同
y

n
符

J

司
・
品
。
。

。

調

査

(
2
2
m
z
m白
色
。
ロ
〉

申
立
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
地
方
支
局
長
に
指
名
さ
れ
た
現
地
調
査
官

(
同
庁
記
命
題

E
R『
〉
が
調
査
を
開
始
す
る
。
調
査
事
項
は
、
①
申
立
て
ら

れ
た
行
為
が
不
当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
か
、
②
当
該
行
為
が
州
際
通
商
に

関
連
す
る
か
、
す
な
わ
ち
、
事
案
が
N
L
R
B
の
管
轄
下
に
あ
る
か
、
の
問

題
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
際
、
し
ば
し
ば
申
立
人
、
被
申
立
人
及
び
現
地
調

査
官
に
よ
る
予
備
会
談
な
お

2
5
5
q
8ロ
F
S
R
4
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
調
査
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
論
点
の
整
理
及
び
迅
速
な
任
意
解
決

の
た
め
と
い
わ
れ
訂
作
こ
の
予
備
会
談
は
、
タ
フ
ト
・
ハ

i
ト
レ

1
法
下
に

お
い
て
も
大
い
に
利
用
さ
れ
る
に
い
た
る
。

(
1
)
P
E
C
B
h
r
Cロ
p
o
E・

8
・
口
芹
J

司・

ω
3・
u

巧
o
z
L℃・

口
昨
品
川
よ
司
・

ω白∞
-
u
p向
。
ロ
ロ
伺
】
面
℃
「
・
同
y
印・

非
公
式
措
置

l
取
下
げ
・
却
下
・
任
意
解
決
|

調
査
の
結
果
、
当
該
行
為
が
不
当
労
働
行
為
を
構
成
し
な
い
こ
と
、
も
し

同
く
は
、
当
該
事
案
が
N
L
R
B
の
管
鞍
下
に
な
い
こ
と
が
判
明

L
た
な
ら

ば
、
現
地
調
査
官
は
、
申
立
人
に
対
し
申
立
の
取
下
げ
(
ヨ
円

E
B
S
C
を

北法26(3・255)533



料

勧
告
す
る
。
却
下
処
分
を
す
る
前
に
ひ
と
ま
ず
任
意
的
取
下
げ
を
勧
告
す
る

と
こ
ろ
に
当
事
者
、
と
り
わ
け
申
立
人
に
対
す
る
「
教
育
的
配
慮
」
が
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
か
よ
う
な
措
置
は
、
結
局
、
局
委
員
会
に
対
す
る
申
立
人
側

の
異
議
申
立
を
減
ら
す
の
に
も
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。

資

申
立
人
も
自
己
の
発
意
に
よ
っ
て
申
立
を
取
下
げ
う
る
。
但
し
、
そ
れ
に

は
公
益
保
護
の
観
点
か
ら
地
方
支
局
長
も
し
く
は
皇
委
員
会
の
同
意
が
必
要

円

2
d

と
さ
れ
る
。
取
下
げ
が
な
さ
れ
た
ら
、
こ
の
時
点
で
事
件
処
理
は
終
了
す
る
。

一
方
、
取
下
げ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
地
方
支
局
長
は
、
申
立
を
却
下

2
2
2
5
E
C
す
る
。
該
処
分
に
対
し
、
申
立
人
は
、
局
委
員
会
に
異
議
申

立
し
う
る
。
異
議
申
立
の
内
容
が
棺
当
と
さ
れ
た
な
ら
ば
、
地
方
支
局
長
は
、

救
済
請
求
状
を
発
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
局
委
員
会
が
地
方
支

局
長
の
処
分
を
相
当
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
寸
事
件
処
理
は
終
了
す

る
。
か
よ
う
に
ワ
グ
ナ
l
法
下
に
お
い
て
は
、
局
委
員
会
は
、
告
発
段
階
に

(sd 

も
関
与
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
局
委
員
会
の
決
定
に
対
し
て
司
法

審
査
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
局
委
員
会
が
地
方
支
局

長
の
処
分
を
相
当
と
し
た
な
ら
ば
、
申
立
人
は
、
そ
れ
以
上
争
『
道
が
な
い

わ
け
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
申
立
人
の
「
権
利
」
が
十
分
擁
護
さ
れ
て
い

る
と
は
い
い
が
た
い
。
ボ
l
マ
ン
は
、
か
ょ
た
つ
な
措
置
が
と
ら
れ
た
理
由
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
場
合
、
司
法
審
査
を
認
め
た
ら
、
取
下

げ
事
件
や
却
下
事
件
は
溝
在
的
な
訴
訟
事
件
と
な
り
、
か
よ
う
な
訴
訟
が
現

実
化
し
た
な
ら
ば
、
法
の
執
行
を
非
常
に
阻
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
論
争

を
裁
判
所
に
委
ね
る
こ
と
に
な
る
。
裁
判
所
は
、
特
殊
な
裁
定
機
関
を
必
要

と
す
る
技
術
的
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
は
ま
っ
た
く
不
適
当
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
地
方
裁
判
所
に
よ
り
審
査
が
な
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
特
別
の

裁
定
機
関
で
は
な
く
二

O
Oの
裁
判
所
に
よ
り
法
が
発
展
せ
ら
れ
、
事
件
処

理
の
継
続
性
と
統
一
性
は
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
号
。
」
以
上
の
見
解
は
、

行
政
規
制
の
効
果
的
・
統
一
的
遂
行
の
み
を
強
調
し
、
申
立
人
の
「
権
利
」

に
そ
れ
ほ
ど
留
意
し
て
は
い
な
い
。
申
立
人
の
「
権
利
」
は
、
効
率
的
な
行

政
規
制
の
反
射
的
効
果
と
し
て
擁
護
さ
れ
る
も
の
と
い
っ
て
も
決
し
て
極
端

な
表
現
で
は
な
い
。
こ
こ
に
、
行
政
庁
主
導
型
で
事
件
を
処
理
す
る
ア
メ
リ

カ
型
不
当
労
働
行
為
制
度
の
特
徴
が
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
問
題
は
、
三
章
で
詳
論
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
申
立
内
容
が
相
当
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ら
、
地
方
支

局
長
は
、
当
事
者
に
ま
ず
任
意
解
決
(
時
三
。
ヨ
均
三
〉
を
す
す
め
る
。

支
局
長
が
適
当
な
任
意
解
決
協
定
(
目

z
r
s
g岬
お
お
何
百

E
C
を
作
成

し
、
当
事
者
に
合
意
を
求
め
る
、
と
の
形
式
を
と
る
場
合
が
多
い
。
か
よ
う

な
措
置
は
、
事
案
の
迅
速
な
解
決
と
繭
後
の
労
使
関
係
の
円
滑
化
、
安
定
化

(
5】

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
取
下
げ
、
却
下
及
び
任
意
解
決
は
、
通
常
、
非
公
式

北法26(3・256)534
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措
置
と
、
ま
た
、
申
立
か
ら
か
よ
う
な
措
置
ま
で
の
一
連
の
手
続
は
、
非
公

式
手
続
と
い
わ
れ
る
。
ワ
グ
ナ
l
法
期
の
事
件
処
理
の
実
態
は
、
圧
倒
的
に

多
く
の
事
件
が
非
公
式
手
続
だ
け
で
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に

←} 

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
期
の
全
事
件
処
理
に
占
め
る
取
下
げ
処
理
の

割
合
は
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
却
下
処
理
は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
任
意
解
決
処

(7} 

理
は
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
九

O
パ
ー
セ
ン
ト

の
事
件
が
非
公
式
手
続
だ
け
で
処
理
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

N

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

L
R
B
の
運
営
を
評
価
す
る
に
は
、
裁
定
集
に
決
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
こ
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
事
件
を
常
に
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

l
法
下
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
多
く
の
事
件
が

非
公
式
手
続
だ
け
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
非
公
式
処
理
の
重
視
は
、

N

L
R
B
の
一
貫
し
た
基
本
方
針
で
あ
る
。

(
1
)

ワ
グ
ナ
l
法
の
立
法
の
際
に
、
法
の
執
行
と
調
停
と
の
相
違
が
強

調
さ
れ
、
現
地
調
査
官
は
、
調
停
的
活
動

(
s
a
s
g
q
R
H
Z
X与

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
調
停
的

活
動
が
な
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
ぎ
‘
c-F

8
・
nF-
司・

ω∞
∞
・
こ
の
点
に
つ
き
り
ミ
ミ
は
、
組
合
が
そ
の
調

停
的
活
動
の
結
果
、
そ
れ
な
り
に
満
足
の
い
く
救
済
を
う
る
こ
と
が

で
き
た
な
ら
ば
、
か
よ
う
な
活
動
を
一
概
に
非
難
で
き
な
い
、
と
指

摘
し
て
い
る
。
巴
'
O
z
a
-
-
d
W
3
5
t
c口
忠
明
ロ
ロ
2
5
5
8払

F
o
z
a
s
s
-
F与
2
H
N己
主
5
5
ω
c
m
w
L・3
C
E
S
E
M
q
c『

。E
2四
q
H
h
a
d
そ
河
内
4
1
9
F
〈
司
一
・
吋
(
-
∞
ω∞
一

2
0〉司・
ωω
ム・

(
2
)
ω
ロ
E
B
O
B
-
D司・

2
7

目

y

印∞∞.

(
3
〉
タ
フ
卜
・
ハ

l
ト
レ
1

法
下
に
お
い
て
は
、
異
議
申
立
は
事
務
総

長
に
対
し
て
な
さ
れ
、
局
委
員
会
が
告
発
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
。

(
4〉
回

0
4
〈ヨ
g・
0
ヲ

2
丹

J

℃

-Mω
日・

(
5
)
の
乙

-
7
0
5
ゃ
ピ
ロ
『

E
L
は
、
任
意
解
決
を
「
過
去
の
威
信
を
傷

つ
け
る
結
果
や
非
違
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
凶
避
せ
し
む
る

機
会
」
と
と
ら
え
て
い
る
。
。
目
y
n
F
f
同y
s
m
・

(
6
)

運
営
の
初
期
に
お
い
て
は
各
支
局
毎
に
ば
ら
ば
ら
の
非
公
式
手
続

が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
手
続
が
整
備
さ
れ
る
の
は
一
九
四

O
年
以

降
で
あ
る
。
富
三
一
ω
h
F

回

3
耳
目
・
。
司
-
n
X
J
匂・品
M
w

司・品目

(
7
)

一
M
F
〉ロロ

E
一
同

3
0吋件。『
Z
F一河∞

-Hyg
の
表
よ
り
。

救
済
請
求
状

(
g
E
-
L
Eロ
同
)
の
発
布
l
公
式
措
置

l

任
意
解
決
が
不
成
功
に
終
っ
た
な
ら
ば
、
地
方
支
局
長
は
、
審
問
の
通
知

を
付
し
た
救
済
請
求
状
を
発
布
す
る
。
こ
れ
以
降
が
公
式
手
続
と
よ
ば
れ

る
。
一
九
四
一
年
以
前
に
は
、
救
済
請
求
状
の
発
布
に
つ
き
事
務
長

(
W
T

吊

g
q
o
h
切

S
三
〉
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
、
承
認
(
〉
口
l

仲

F
S
H
E件
芯
ロ
〉
委
員
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
各
支

局
毎
に
ば
ら
ば
ら
な
運
営
を
統
一
化
し
よ
う
と
し
た
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
ヮ
グ
ナ
1

法
の
政
策
内
容
が
次
第
に
労
使
双
方
に
受
け
い
れ
ら
れ
、
ま

周

北法26(3・257)535



料

た、

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
が
整
備
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
一
九
四
二
年

資

一
O
月
に
地
方
支
局
長
に
救
済
請
求
状
を
独
自
に
発
布
す
る
権
限
が
認
め
ら

【
@
@
》

れ
る
に
い
た
っ
た
。
迅
速
な
事
件
処
理
の
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
重
要

な
事
件
、
新
た
な
事
実
問
題
や
法
律
問
題
を
含
む
事
件
の
場
合
及
び
地
方
支

局
長
と
地
方
法
務
官
〈

ma-05-
〉
3
0
H
5
5
の
見
解
が
相
違
し
て
い
る

事
件
の
場
合
に
は
、
や
は
り
局
委
員
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
た
。
局
委
員

会
は
、
こ
の
限
度
で
あ
れ
告
発
段
階
ま
で
直
接
に
関
与
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、

権
能
混
合
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

ワ
グ
ナ

l
法
期
に
救
済
請
求
状
の
発
布
に
関
し
生
じ
た
主
要
問
題
は
、
誰

に
審
問
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同

法
は
、
そ
の
一

O
条
刷
で
被
申
立
人
に
対
す
る
通
知
義
務
を
定
め
た
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
利
害
関
係
者
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
定
め
も
な
か

〈

4
v

っ
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
多
く
の
紛
争
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、

N
L
R
B

は
、
次
の
者
に
対
し
て
は
審
問
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
規

【

sd

則
を
作
成
し
て
こ
の
間
題
の
解
決
を
は
か
っ
た
。
①
申
立
入
、
申
立
組
合
。

@
会
社
に
よ
る
組
合
支
配
の
事
件
に
お
い
て
は
当
該
会
社
組
合
。
③
被
申
立

人
と
組
合
が
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
協
定
の
違
法
性
が
事
案
の
論
点
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
当
該
組
合
。

救
演
請
求
状
が
発
布
さ
れ
た
な
ら
ば
、
被
申
立
人
は
そ
れ
に
対
す
る
答
弁

書
を
提
出
し
う
る
。
論
点
を
あ
き
ら
か
に
し
、
迅
速
な
審
聞
を
行
な
う
た
め

で
あ
る
。

(
1
)

私
は
、
以
前
の
論
文
に
お
い
て

nog-a己
を
「
告
発
状
」
と

訳
し
て
い
た
。
し
か
し
、
告
発
と
は
、
私
人
が
国
家
機
関
に
犯
罪
事

実
を
申
告
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
国
家
機
関
が
法
律
違
反
者

に
対
し
て
出
す

nog-丘
三
と
は
か
な
り
そ
の
性
賞
か
異
な
っ
て

い
る
。
む
し
ろ
、

nos-包
ロ
砕
を
「
救
済
請
求
状
」
と
訳
し
た
方

が
、
誤
解
を
う
け
る
恐
れ
が
少
な
く
、
且
つ
、

g
g同

M
F吉
伸
の
性
格

を
よ
り
適
確
に
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
今
後
そ
の
よ
う
に

訳
し
た
い
。
こ
こ
で
、
お
詫
し
て
訂
正
し
た
い
。

(
2〉
そ
の
構
成
は
、
事
務
総
長
(
も
し
く
は
そ
の
受
任
者
〉
、
現
地
部

の
部
長
(
も
し
く
は
そ
の
号
在
者
〉
及
び
訴
訟
課
の
事
件
処
理
係
の

長
(
の
E
え
え
手
巾

P
8
2
g
aロ
2

C
巳
仲
〉
か
ら
成
る
。
w
q
s

d
司
自
由

P

8・
n
F・
3
・
Mω
∞
lNω
吋・

(
3
〉

冨

8
0
m
g
z・
0匂
-
n
F・
唱
・
∞
.

(
4〉
最
高
裁
は
、

Z
口
出
〈
-
F
s
a一S
E
ω
p
q
r
o
E仏
ピ
ロ
。
P

E
n
-
-
ω
E
C・ω-N町一(一回
ω∞
〉
民
同
コ
で
会
社
組
合
に
対
し
て
は

通
知
す
る
必
要
な
し
と
し
、
一
方
、
。
S
8
2《
宮
色
刷
会
8
ロ
の
0
・

タ

Z
F一河切・

ω
B
C・ω・一回吋

(
-
8
8
a
N
ω
M
l
N
ω
品
・
に
お
い
て

は
、
違
法
な
協
定
を
締
結
し
た
A
F
L
傘
下
の
組
合
に
対
し
て
は
通

知
す
る
必
要
あ
り
、
と
判
示
し
て
い
た
。

N
L
R
B
は
、
こ
れ
ら
の

判
示
を
参
考
に
し
つ
つ
一
九
三
九
年
七
月
に
規
則
を
改
正
し
、
本
文

の
よ
う
に
し
た
。
同
己
申
や
岡
山
市
岡
己
主
g
p
ω
。ュ
2
N・
〉
見
・
ロ
・

ω町
内
・
印
・
・
(
切
手
〉

E
S
-
F宮
a
o
h
z
ロ
g・
ヲ
二
・
)
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‘ 

(
5
〕
の
乙
-rDS
と

F
5
2
己
L

は
、
か
よ
う
な
措
置
に
よ
っ
て
利
害一

関
係
者
に
十
分
な
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。

8
・

nM同
J
m
y
ω
印

ω
・

同

審
問

(
7
2
ユ
ロ
悶
)

付

審
問
は
、
主
席
審
問
官

(
n
r
主
主
主

Z
白
旦
ロ
ゆ
る
の
指
名
を
う
け
た
審

問
官
が
運
営
す
る
。
審
問
官
の
任
務
は
、
不
当
労
働
行
為
の
有
無
の
判
定
と

{
2〉

局
の
審
査
の
た
め
に
完
全
な
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
彼
は
、
当
事
者
(
申
立
人
・
被
申
立
人
・
地
方
法
務
官
)
を
し
て
証
拠

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

を
提
出
さ
せ
、
証
人
尋
問
等
を
な
さ
し
め
る
。
ま
た
、
審
問
手
続
に
関
す
る

種
々
の
異
議
公
認
毛
色
。
ロ
〉
や
申
請
(
日
♀
芯
ロ
)
に
つ
き
決
定
を
下
す
。

審
問
の
実
態
は
、
個
別
的
に
適
法
手
続
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例
も
あ

《

S
V

内

4
v

る
が
、
お
お
む
ね
公
正
な
審
聞
が
な
さ
れ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。

(
1
)
O
m
〈
ミ
は
、
審
問
官
は
、
法
律
家
で
あ
る
と
と
も
に
行
政
専
門
家

(邑
B
F
E
a
s
t
s
2
3ユ
臼
)
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

C
H
y
n
F同
J

℃・

ωω
∞-

(
2
)
F
B
5
2
p
o司
-
n
X
J
司
・
目
。
∞
よ
司
-
m
M
-
・
は
、
記
録
作
成
の
任

務
を
極
め
て
重
視
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
運
営
初
期
に
つ
い
で
は

そ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
3
〉
F
向。ロ仲間

o
z
q
d司
日

ι
g
ι

円

U
0
・〈・

2
F
H
G
L
C
ω
司
-

N

仏

-
A〕

1

・
(
の
〉
∞
・
一
国
ω
旧
)
ニ
ロ
-sιω
同

2-
の
0
・〈
-
Z
F
H
N戸
一
O
由

回

り

-

N
2・
(
2
y
-
2
0
)
注
目
7
・
ぎ
を
ロ
宮

g
p
r
E
a
a

m，O
D
L

の
D
よ
二
∞

m
J
N
仏
国
∞
口
・
(
わ
〉
U

・
一
回
全

)
U
Z
F何
回
〈

同ν}
百一同》♂

-ω
申同り・

M

《目印白いご(〈
U

〉
印
・
一
也
会
)

(
4
)

そ
の
理
由
と
し
て
、
の
己

F
O
B
と

ピ

g
p
z
は
、
次
の
間
点

を
あ
げ
て
い
る
。

8
・
nF
ア

3
・

am--ω
日・

①
審
問
官
は
、
労
使
関
係
の
実
態
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
か
ら

成
る
。

②
審
問
官
の
決
定
は
、
局
委
員
会
の
再
審
査
を
う
け
る
の
で
不
当

な
審
問
は
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

③
ほ
と
ん
ど
の
使
用
者
は
、
審
問
に
弁
護
士
を
出
席
さ
せ
る
。

④
当
事
者
な
い
し
そ
の
代
理
人
は
、
証
人
を
尋
問
、
反
対
尋
問
し

〉ワる。

中
間
報
告
(
吉
伸
2
s
s
E
2
0
3
3込
)

審
問
終
了
後
、
審
問
官
は
、
事
実
認
定
・
法
律
判
断
・
救
済
措
置
か
ら
な

る
中
間
報
告
を
作
成
す
る
。
こ
れ
は
「
中
間
」
報
告
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、

同
局
委
員
会
が
判
断
を
な
す
際
の
基
礎
資
料
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
決
し
て
小

さ
い
も
の
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
運
営
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
審
問
官
の
経
験
の
未
熟

さ
、
彼
ら
に
対
す
る
監
督
の
不
十
分
さ
及
、
ぴ
彼
ら
自
身
の
多
忙
さ
の
た
め
に

円

I
V

中
間
報
告
の
内
容
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
証
拠
の
採
否
や

北法26(3・259)537



料

結
論
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
に
関
す
る
論
議
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
局
委
員
会
に
よ
っ
て
く
つ
が
え
き
れ

資

る
こ
と
が
応
々
に
し
て
あ
り
、
事
件
処
理
の
遅
延
の
主
要
原
因
と
し
て
指
摘

内

2
》

さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
九
年
に
審
問
官
部
内
に
中
間

報
告
の
審
査
機
構
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
、
法
務
官
の
補
佐
を
も
う
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
内
容
は
次
第
に
改
善
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
間
報
告
で
救
済
請
求
が
却
下
さ
れ
た
な
ら
ば
、
申
立

人
等
は
局
委
員
会
に
異
議
申
立
し
う
る
。
異
議
申
立
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

こ
の
時
点
で
事
件
処
理
は
終
了
す
る
。
ま
た
、
救
済
請
求
が
認
容
さ
れ
、
被

申
立
人
が
そ
の
請
求
内
容
を
履
行
し
た
時
に
も
事
件
処
理
は
終
了
す
る
。
一

方
、
請
求
認
容
の
場
合
に
、
被
申
立
人
が
異
議
申
立
し
、
も
し
く
は
、
被
申

立
人
が
請
求
内
容
を
事
実
上
無
視
し
た
時
に
は
、
局
委
員
会
が
事
件
を
審
査

す
る
こ
と
に
な
る
。

(
i
)

芸
}
}
M
m

色

町

∞

3
3・
D
司

-
n
F
7
3・
4mlミ・

(
2
)

忌

gas-任
・
司
-
M
M

・
-
3・
Nmig-
は
、
審
問
終
了
後
か
ら

局
委
員
会
の
決
定
ま
で
に
要
す
る
平
均
処
理
日
数
を
一
五

O
日
(
内

訳
、
審
問
終
了
か
ら
中
間
報
告
作
成
ま
で
六

O
日
、
そ
れ
か
ら
局
委

員
会
で
の
口
頭
陳
述
ま
で
一
一
一

O
日
、
そ
れ
か
ら
局
委
員
会
の
決
定
ま

で
六

O
日
〉
と
し
、
こ
の
よ
う
に
日
数
が
か
か
る
主
要
原
因
と
し
て

中
間
報
告
内
容
の
不
十
分
さ
(
結
局
は
局
委
員
会
が
再
度
証
拠
調
べ

等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
二
重
手
聞
に
な
る
こ
と
)
を
あ
げ

て
い
る
。

(司

局
委
員
会

S
E
H仏〉

中
間
報
告
に
対
し
て
異
議
申
立
が
な
さ
れ
た
時
、
も
し
く
は
、
被
申
立
人

が
救
済
内
容
を
履
行
し
な
い
時
に
三
名
の
委
員
か
ら
成
る
局
委
員
会
が
事
件

を
審
理
す
る
。
個
々
の
委
員
が
全
事
件
を
詳
細
に
審
査
す
る
の
は
不
可
能
な

の
で
そ
の
際
、
審
査
法
務
官
(
岡
市
丘
内
耳
民
件
。
ョ
ミ
)
の
援
助
を
う
け
る
。
審

査
法
務
官
の
役
割
は
、
委
員
に
事
案
の
概
要
を
つ
た
え
、
ま
た
、
委
員
の
命

に
よ
り
命
令
の
草
案
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

局
委
員
会
内
部
の
か
よ
う
な
決
定
手
続
に
対
し
て
、
委
員
で
は
な
く
審
査

法
務
官
自
身
、
が
実
質
的
決
定
を
な
し
て
い
る
と
の
強
い
批
判
が
ワ
グ
ナ
l
法

期
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
タ
フ
卜
・
ハ

l
ト
レ
!
法
は
、
こ

【

均
A
M
】

の
批
判
を
い
れ
て
こ
の
審
査
法
務
官
制
度
を
廃
止
す
る
に
い
た
る
か

(
1
)

の色

-705
と
ピ
丘
町
左
は
、
審
査
法
務
官
は
、
あ
く
ま
で
も

委
員
の
代
作
者
(
岡
町
口
込
書
正
門
)
に
す
ぎ
な
い
と
反
駁
し
て
い
る
。

C
官
・
町
一
円

J

℃・

ω
∞印

(
2
〉
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ
l
法
四
条
例
は
、
骨
骨
骨
骨
に
法
律
補
佐
官

。
昌
弘

g
g窓
口
骨
)
を
配
属
す
る
と
定
め
た
。
か
よ
う
な
措
置
に

北法26(3・260)538



2
1
j
j
3
 

1
2
 

対
し
、
宮

5
Z可
は
、
そ
れ
が
事
件
処
理
遅
延
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
と
し
、
個
々
の
委
員
で
は
な
く
委
員
会
に
法
律
補
佐
官
を
配
属
す

ベ
し
、
と
提
唱
す
る

0
4
5
z
g
E
E
Z叫

F
E
E
ω
F
i

R
ι
l〉
ロ
〉

3SFE--ww
冨
5
5
8
g
F
ω
耳
切
ぬ

1
0
4
F
g
-・
印
吋
(
一
回
目
∞
)

℃
・
∞

ωω
・

内

執
行
公
民
2
2
B
3
6
手
続

付

N
L
R
B
の
命
令
に
は
執
行
力
が
な
い
の
で
、
被
申
立
人
の
命
令
不
遵
守

の
場
合
ピ
は
、

N
L
R
B
は
、
控
訴
審

r執
行
力
付
与
の
申
請
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
申
請
は
、

N
L
R
B
の
み
が
な
し
え
、
申
立
人
自
身
は

な
し
え
な
い
。
か
よ
う
に
命
令
の
エ
ン
ホ
!
ス
メ
ン
ト
の
主
体
は
あ
く
ま
で

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

N
L
R
B
で
あ
り
、
こ
の
点
に
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
の
顕
著
な
特

徴
が
あ
る
こ
と
は
再
三
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
局
の
命
令
に
よ
っ
て
自
ら
の
利
益
が
害
さ
れ
る
被
申
立
人
は
、
控

訴
審
に
当
該
命
令
の
取
消
を
請
求
し
う
る
。
さ
ら
に
、
申
立
人
も
、
救
済
誇

求
を
認
め
な
い

N
L
R
B
の
裁
定
に
対
し
て
、
当
該
裁
定
の
取
消
を
控
訴
審

《

4
v

に
請
求
し
う
る
。

控
訴
審
は
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
事
実
認
定
、
法
律
判
断
及
び
救
済
命
令

の
適
否
に
つ
い
て
判
断
し
、

N
L
R
B
の
命
令
を
全
部
認
容
、
一
部
認
容
も

し
く
は
棄
却
・
却
下
す
る
判
決
の
い
ず
れ
か
を
下
す
。
ワ
グ
ナ
l
法
期
に
お

け
る
こ
の
判
決
内
容
を
主
に
執
行
力
付
与
申
誘
事
件
ハ
取
消
訴
訟
は
除
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
)
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
左
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ

の
表
は
、
控
訴
審
、
最
高
裁
を
通
じ
て
八
割
近
い
事
件
が
N
L
R
B
に
と
っ

て
有
利
(
も
っ
と
も
、
一
部
認
容
の
事
案
に
つ
き
、
そ
の
よ
う
に
断
言
で
き

結 泉 数|パーセント

控 全部認容 420 59.6 

一部認容 185 26.2 
訴

取消し 89 12.6 

審 NLRBへ差戻し 11 1.6 

全部認容 45 76.3 
最

一部認容 9 15.2 

高 取消し 2 3.4 

NLRBへ差戻し 2 3.4 
裁

その他 1.7 

12 th Annual Report of NLRB p. 41. 

る
か
は
多
少
疑
問
だ
が
〉
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数

字
は
、
他
の
独
立
規
制
委
員
会
の
そ
れ
と
比
較
し
て
も
決
し
て
劣
る
も
の
で

円

5
v

は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
訴
訟
の
過
程
で
主
要
な
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
証
拠
の

北法26(3・261)539 



料

〈

ev

認
定
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
ワ
グ
ナ
l
法
一

O
条
刷
は
、

N
L
Rー

B
の
手
続

に
お
い
て
、
「
コ
モ
ン
ロ
ー
及
び
エ
ク
ィ
テ
ィ
裁
判
所
で
使
わ
れ
て
い
る
証

《

7
v

拠
法
則
合
己
。
。
問
。
三
内
庁
口
円
。
〉
は
、
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
、

ま
た
、
同
条
例
は
、
「
局
委
員
会
の
事
実
認
定
は
証
拠
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ

る
か
ぎ
り
最
終
的

(
g
R
Z
a
s〉
な
も
の
と
す
る
」
と
定
め
た
。
か
な
り

広
範
な
裁
量
が
局
委
員
会
に
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
な

資

に
が
裁
判
所
を
拘
束
す
る
「
-
証
拠
」
に
該
当
す
る
か
に
つ
き
激
し
い
論
争
が

(
8
}
 

な
き
れ
、
こ
の
点
に
つ
き
数
多
く
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

連

の
判
決
を
通
じ
て
こ
こ
に
い
う
「
証
拠
」
と
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
や
州

際
通
商
委
員
会
法
に
い
う
「
実
質
的
-
証
拠

(
E
Z
Sロ
g
z
i舟
50)
」
と

(
9
)
 

同
義
で
あ
る
と
の
見
解
が
次
第
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
タ
フ
ト

-ハ

l
ト
レ
1

法
は
そ
の
旨
を
明
文
で
定
め
る
に
い
た
る
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
で
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

I
法
下
に

お
い
て
も
「
実
質
的
-
証
拠
」
の
内
容
如
何
に
つ
い
て
多
く
の
論
争
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
後
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
1
)

一
九
一
四
年
の
連
邦
取
引
委
員
会
法
は
、

F
T
C
の
命
令
に
自
力

執
行
力
を
付
与
し
な
か
っ
た
。
執
行
力
が
付
与
さ
れ
る
の
は
、
一
九

三
八
年
の
ウ
イ
ラ
l
・リ
l

(
巧
r
o
o
-
0
7
Z乙
法
に
よ
っ
て
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
あ
る
論
者
は
、

N
L
R
B
の
手
続
が
不
十
分

と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、

F
T
C
が
た
ど
っ
た
と
同
様
な
こ
と
が
N

L
R
B
に
つ
い
て
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
、
と
予
測
し
て
い
た
。

ze件
0

・

4
z
w
o湾
O
『

Z
同
十
自
の
包
据

g
ι
F
m
Z件
。
円
分
同
回
目
。

g
l

陣
内
旨
ヌ

p
o
m
o
a
-ロ
間
関
白
岡
釦
回
目
的
件
同

ro
開

g
z
o万
円
¥
祖
国
R
Sみ
E
d〈

H
N
o
i
o
d
p
4
0
-
-
m
u
c
E
C〉
唱
・
ム
∞
ω
・
し
か
し
、
不
十
分
さ
は
指
摘

さ
れ
つ
つ
も
、
現
在
で
も
N
L
R
B
の
命
令
に
は
自
力
執
行
力
は
付

与
さ
れ
て
い
な
い
。

(
2
)
命
令
を
遵
守
さ
せ
る
第
一
次
的
責
任
は
、
地
方
支
局
に
あ
る
。

(
3
)
の
B
B
は
、
地
裁
で
は
な
く
控
訴
審
が
命
令
の
審
査
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
と
し
て
以
下
を
あ
げ
て
い
る
。

D
匂

-
i
f
司・

3
印・

①
連
邦
取
引
委
員
会
法
が
か
よ
う
な
定
め
方
を
す
る
。

②
控
訴
審
に
は
行
政
活
動
を
処
理
す
る
と
い
う
慣
行
が
あ
り
、
ま

た
、
そ
れ
に
関
す
る
知
識
も
あ
る
。

③
控
訴
審
は
多
忙
な
の
で
記
録
を
十
分
審
査
し
え
ず
、

N
L
R
B

の
事
実
認
定
を
黙
認
す
る
場
合
が
多
い
。

④
地
裁
の
判
決
に
対
し
て
は
上
訴
し
う
る
の
で
事
件
処
理
が
遅
滞

す
る
。

⑤
控
訴
審
の
判
決
は
、

s
z
g
gロ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
上
告

さ
れ
え
な
い
の
で
、
最
終
的
決
定
と
な
る
場
合
、
が
多
い
。

(
4
)
』

R
c
r自
ロ
〈

-
Z
F何
回

L
N
C
明

J
N【

ζ
?
弘

S
l
一00
・

2
〉

ω
-
-
U
A
一一)・

(
5
)
富
三
u
h
v
切同

0
3・
0匂
-nFf
司
-
g・
は
、
そ
れ
を
実
証
す

る
も
の
と
し
て
左
表
を
か
か
げ
て
い
る
。
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付不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

〈

6
) <1941-1946年にかけて最高裁に判示された事件の結果>

|全件数|社分認窓|パーセント行 政 機 関 名

NLRB 28 24 86 

SEC 9 7 78 

FPC 10 7を 75 

ICC 46 34 74 

Wage and Hour Adrninistration 21 14 67 

Office of Price Adrninistration 19 12 63 

FTC 5 3 60 

FCC 8 3 38 

総 言十 146 10H 72 

FFM〉
念
、
吋
Z

Z問
、
何
回
自
仏
子
命
。
D
ロ
ュ
・
普
段

-
S
H
g
a
a・

0
同

y
n
-帥
よ

同

y
印

0
・

(
7
d
の
A
L
F
D
S
と
ピ
ロ
同
庁
主
は
、
か
よ
う
な
規
定
が
な
さ
れ
た
理

由
と
し
て
以
下
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
行
政
事
件
処
理
に
裁
判

所
の
証
拠
法
則
を
適
用
し
た
ら
、
厳
格
す
ぎ
て
十
分
な
審
理
が
な
し

え
な
い
な
司
・

ωglω
白
与
し
。
第
二
に
、
報
復
を
お
そ
れ
て
本
人

が
出
頭
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
伝
聞

(
Z
R
自
己
証
拠
も
採

用
す
る
必
要
が
あ
る

(
3・
8
?
l
ω
gし
。
ま
た
、

ω戸尚昆口市
F

a-n芹

-L・
町
一
回
・
は
、
伝
聞
証
拠
の
排
除
法
則
は
あ
く
ま
で
も
陪

審
裁
判
を
前
提
と
し
て
お
り
、
専
門
の
判
定
者
の
場
合
に
は
そ
れ
ほ

ど
厳
格
に
適
用
す
る
必
要
な
し
、
と
す
る
。

(
8
)
最
高
裁
が

N
L
R
B
の
事
実
認
定
を
く
つ
が
え
し
た
例
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
は
な
い
。

Z
ド
岡
両
国
戸
。
D
E
B
Z
ω
開

E
自
己
宮
間

S
ι
ω
件
同

l

目
立
ロ
聞
の
0
・u
ω
g
c・ω・
NUN-
弘
N
8
1
8
0・
今
呂
田

)
u
y戸
E
W

〈
・
伊
国
仏
冨
自
民
営
宮
江
口
聞
の
D
J
ω
o
m
d・
ω・
ωω
ド
白
骨
笠
間
・

(
一
呂
田
〉
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

ωロl

g
ヨ2
P
O
唱・

nF-
宅
・
由

N
U
i
g∞
・
が
詳
細
で
あ
る
。

(
9〉
当
日

E
口間同

8
3
a
5
2
8仏
富
民
ユ
S
L

円

U
S
n
r
(
U
0・
〈

Z
F何回・

ω
o
-
c・ω・一
A
M
-

弘
一
ミ
・

(
-
8
3
が
代
表
的
判
決
と

い
わ
れ
る
。

同

裁
判
所
侮
辱
(
n
S
H
O
B閉》仲良

n
o
d
込
〉
手
続

N
L
R
B
の
命
令
に
執
行
力
が
付
与
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者

が
当
該
命
令
の
違
反
を
継
続
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
裁
判
所
侮
辱
に
な

り
、
民
事
も
し
く
は
刑
事
制
裁
が
課
せ
ら
れ
犯
こ
れ
が
命
令
違
反
に
対
す

る
唯
一
の
公
式
制
裁
で
あ
る
。
こ
の
手
続
を
開
始
し
う
る
の
は
、

N
L
R
B

円

2
v

だ
け
で
あ
り
、
申
立
人
自
身
は
な
し
え
な
い
か
こ
の
点
は
、
執
行
手
続
の
場
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三
号

a
'畠
S
E守
番

S
I
t
z宅
'
B
2
2
3電
E宅
毒
ま
這

a盆
a
g電
-
a
，z
e
2
s
e
e
s涯
を

Z寝
掌
a
3
2
2
4
2
3
?省
Z
3
2
2
E
キ，
Z
3
3
4
3
A旬

料

合
と
軌
を
一
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
法
の
エ
ン
フ
ォ
l
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て

資

行
政
庁
が
主
導
権
を
握
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
の
顕
著
な

特
徴
の
一
は
、
す
で
に
ワ
グ
ナ
l
法
期
に
お
い
で
ほ
ぼ
完
全
に
完
成
を
み
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
三
章
で
詳
論
す
る
。

裁
判
所
侮
爆
の
成
否
の
判
断
は
、
裁
判
所
が
独
自
に
な
し
う
る
。
こ
れ

は
、
本
来
N
L
R
B
の
判
断
に
委
ね
た
方
が
よ
り
合
理
的
と
思
わ
れ
る
事
項

〈

S
}

を
も
裁
判
所
が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
運
営
如
何

に
よ
っ
て
は
、
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
妙
味
を
大
い
に
没
却
せ
し
め
る
可

能
性
の
あ
る
手
続
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
二
章
で
検
討
し
た
い
。

(
1
)

ワ
グ
ナ

1
法
期
に
お
け
る
「
裁
判
所
侮
臨
時
」
の
成
否
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
申
請
数
七
四
件
。
判
定
前
に
命
令
の
履
行
が
な
さ
れ

た
ふ
の
一
一
二
件
。
裁
判
所
侮
爆
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
も
の
一
二
三

件
。
成
立
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
一
八
件
。
未
決
一
件
。
宮
F
l

}
}
F
m
b

∞3
4々
p
o沼

町

一

昨

J

ヲ
∞
∞
・

(
2
)
〉
自
己

mω
吉
弘
包

ccz々
巧
2
5
2

〈・。
g
s
z含
g
L
開
門
仕
切
。
=

《

U
D
-
-
ω
o
u
d
-
ω
・
同
町
一
(
一

2
8
.
本
判
決
は
、
不
当
労
働
行
為
制
度

で
保
護
さ
れ
て
い
る
権
利
を
「
公
的
」
な
も
の
と
判
示
し
、
そ
の
後

の
判
決
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

(
3
)

明
，
与
ア

D
司・

2
7
司・印白・

r冊、

一一・
L--' 

N
L
R
B
の
機
構

N
L
R
B
の
機
構
は
、
そ
の
手
続
と
向
様
、
実
際
の
運
営
を
通
じ
て
次
第

に
整
備
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
は
、
決
定
手

続
の
公
正
さ
を
目
的
と
し
た
告
発
権
能
と
判
定
権
能
と
の
内
部
分
離
の
実
現

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
ま
ず
機
構
の
概
略
を
述
べ
、
次
に
、

こ
の
権
能
分
離
の
問
題
に
主
に
焦
点
を
あ
て
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
。

ト→

機
構
の
概
略

(2v 

N
L
R
B
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
局
委
員
会
と
各
地
に
点
在
す
る
二
二
の
地

方
支
局
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

局
委
員
会
は
、
三
名
の
委
員
か
ら
成
り
、
そ
の
下
に
以
下
の
各
部
が
お
か

れ
て
い
る
。

(
S
V
 

現
地
部
(
司
王
ι
E
i
a
cロ
)
。
部
長

(
U
F司
2
0る
の
下
、
地
方
支

局
に
お
け
る
事
件
処
理
と
法
務
官
以
外
の
地
方
支
局
職
員
を
駐
督
す
る
。

{
4
4
 

②
法
務
ハ
『
聞
と
〉
部
。
事
務
総
長
ハ

P
E
E
n
gロ
閉
め
}
)
を
長
に
、
次

の
三
課
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
審
査
課

(
F
5命
者
∞
2
2
D
ロ
)
は
、
局
委
員
会

① に
ま
わ
さ
れ
た
事
件
記
録
の
分
析
と
局
委
員
会
の
裁
定
の
草
案
を
作
成
す

る
ド
執
行
由
ロ
h
G
R
O
B
g
C
課
は
、
一

O
条
例
(
執
行
カ
付
与
の
申
請
〉

及
び
同
条
的
(
命
令
取
消
訴
訟
)
に
基
づ
く
訴
訟
を
N
L
R
B
を
代
表
し
て

遂
行
す
る
。
ま
た
、
裁
判
所
傷
害
主
腕
も
遂
行
す
る
。
審
判

(
F
U
C
課

は
、
地
方
法
務
官
の
仕
事
の
内
、
法
技
術
的
側
面
に
つ
い
て
監
督
す
る
。
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. i 

. 

③ 

審
問
宮
部
。
主
席
審
問
官
の
下
、
審
問
官
に
事
件
の
分
担
を
し
、
ま
た
、

審
問
及
び
中
間
報
告
の
作
成
に
つ
き
審
問
官
を
援
助
、
監
督
す
る
。

④
情
報
(
同
ロ
『

2
自
民
弓
ロ
)
部
。

N
L
R
B
の
運
営
に
関
す
る
種
々
の
情

報
を
整
理
、
公
開
す
る
。

⑤ 

人
事

(pacロ
ロ
乙
)
部
。
職
員
の
職
務
記
録
を
作
成
し
、
職
務
分
類

を
な
す
。

付

⑤l の
下
、管

予 理
算(
及?
~吉
田凶

理 5
上面
の t
措 g
置)

を部
な 。

す霊
長
〆「
何
x r、
円

ロ

〈

'" w 
門

司
旬

、〈
¥J 

不当労働行為市j度によって保護される「権利」の性質

地
方
支
局
は
、
地
方
支
局
長
の
下
、
地
方
法
務
官
と
現
地
調
査
官
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
地
方
法
務
官
の
役
目
は
、
審
問
時
に
お
い
て
不
当
労
働
行
為
を

立
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
地
調
査
官
の
そ
れ
は
、
申
立
に
基
づ
い
て
不
当

労
働
行
為
の
有
無
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
地
方
法
務
官

は
、
そ
の
仕
事
の
法
技
術
的
側
面
に
つ
い
て
は
審
判
課
の
監
督
を
う
け
、
指

揮
系
統
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題
は
後
述
の
と

お
り
で
あ
る
。

(
1
)

こ
の
部
分
は
、
主
に
吋
子
〉
ロ
ロ
ロ
ω
ニ
凶
作
宮
ユ
え
Z
F剛
山
∞

-
C
Z
N
)

同
省
・
∞
!
∞
・
に
よ
っ
た
。

(

2

)

そ
の
外
に
、
ハ
ワ
イ
、
プ
エ
ル
ト
り
コ
の
准
州
に
事
務
所
が
あ
っ

た。

(
3
)

同
部
は
、
地
方
支
局
に
権
限
が
分
散
化
さ
れ
る
に
と
も
た
い
地
方

支
局
の
運
営
を
監
督
す
る
必
要
が
高
ま
っ
た
の
で
一
九
四
一
年
に
創

設
さ
れ
た
。

ハ
4
)

タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

l
法
上
の
事
務
総
長
と
は
ま
っ
た
く
権
限
が

異
な
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

(
5
)
局
委
員
会
で
は
な
く
審
査
課
が
実
質
的
な
裁
定
を
な
し
て
い
る
と

の
強
い
批
判
が
な
さ
れ
た
の
で
、
同
課
は
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

l

法
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
に
い
た
る
。

仁ヰ

権
能
分
離
の
問
題

N
L
R
B
の
機
構
に
関
し
て
は
多
く
の
論
者
か
ら
種
々
の
批
判
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
も
最
も
多
く
の
論
者
が
強
く
批
判
し
た
の
は
、
同
一
機
関
が

調
査
・
告
発
権
能
と
判
定
権
能
を
と
も
に
有
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
決
定
手

続
の
公
正
さ
を
欠
く
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
告
発
権
能
を
担

う
地
方
法
務
官
に
対
す
る
二
重
の
(
事
務
総
長
・
地
方
支
局
長
〉
指
揮
命
令

系
統
は
、

N
L
R
B
の
効
果
的
運
営
を
阻
害
す
る
と
の
批
判
も
同
時
に
な
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
こ
の
権
能
分
離
及
び
命
令
系
統
の
一
本
化

の
問
題
を
諭
す
る
。

N
L
R
B
の
権
能
は
、
大
別
し
て
調
査
・
告
発
権
能
と
判
定
権
能
か
ら
成

る
。
前
者
の
権
能
を
担
う
の
は
、
現
地
部
部
長
の
監
督
下
に
あ
る
地
方
支
局

長
で
、
彼
の
主
な
任
務
は
、
救
済
請
求
状
の
発
布
と
命
令
の
履
行
の
確
保
で
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料

あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
下
に
、
不
当
労
働
行
為
の
有
無
の
調
査
を
な
す
現
地

調
査
官
と
審
問
時
に
不
当
労
働
行
為
の
立
証
を
担
う
地
方
法
務
官
が
配
属
さ

資

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
救
済
請
求
上
の
発
布
に
つ
き
地
方
支
局
長
は
、
地

方
法
務
官
の
「
同
意
」
を
と
り
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
で
は
地
方
支

局
長
と
地
方
法
務
官
は
必
ず
し
も
上
下
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
上
下

関
係
と
い
え
ば
、
地
方
法
務
官
は
、
法
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ

法
務
部
の
事
務
総
長
の
監
替
を
う
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
告
発
権
能
を

担
う
主
体
は
、
現
地
部
部
長
|
地
方
支
局
長

i
(地
方
法
務
官
)
と
法
務
部

の
事
務
総
長
!
地
方
法
務
官
と
の
二
系
列
が
あ
り
、
両
者
の
見
解
が
相
違
し

た
時
に
は
そ
の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
た

w

か
よ
う
な
事
態
が
迅
速
且
つ
統
一

〈

2
v

的
な
事
件
処
理
を
著
し
く
阻
害
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
σ

そ
こ
で
、

そ
の
後
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ
l
法
に
よ
り
事
務
総
長
の
権
限
が
強
化
さ
れ

る
に
と
も
な
い
告
発
権
能
は
、
事
務
総
長
の
排
他
的
権
能
に
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
こ
こ
に
、
告
発
権
能
に
関
す
る
指
揮
系
統
の
一
本
化
が
達
成
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
判
定
権
能
は
、
ワ
ジ
γ
ト
ン
の
局
委
員
会
と
審
問
官
が
担
っ
た
。

局
委
員
会
の
役
割
は
、
審
問
官
が
作
成
し
た
中
間
報
告
に
対
す
る
審
査
で
あ

り
、
両
者
の
権
限
は
明
瞭
に
分
化
さ
れ
て
い
た
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
判
定
権
能
自
体
の
問
題
で
は
な
く
、

N
L
R
B
と

い
う
同
一
機
闘
が
調
査
・
告
発
権
能
と
判
定
権
能
を
と
も
に
有
す
る
点
で
あ

り
、
決
定
手
続
の
公
正
さ
を
欠
く
と
の
批
判
が
強
く
な
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、

多
く
の
論
者
は
、
こ
の
批
判
に
対
し
、
審
問
官
は
、
調
査
・
告
発
の
権
能
を

担
う
職
員
と
の
接
触
を
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
十
分
な
内
部
分
離
が
実
現
さ
れ

内

S
)

て
い
る
、
と
反
駁
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
審
問
官
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う

な
反
駁
は
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
局
委
員
会
自
体
に
関
し
て
い
え
ば
、
前
述

の
如
く
判
定
権
能
と
と
も
に
調
査
・
告
発
に
つ
い
て
の
最
終
的
権
能
も
付
与

さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
局
委
員
会
と
い
う
同
一
主
体

が
調
査
・
告
発
権
能
と
判
定
権
能
と
を
と
も
に
有
す
る
の
は
否
定
し
え
な
い

【

''u

状
態
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
運
営
初
期
に
お
い
て
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で

(
6
)
 

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
局
委
員
会
は
、
告
発
段
階
に
直
接
関
与
し

な
い
よ
う
努
め
て
き
た
が
、
権
能
の
完
全
分
離
に
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ

〈

ev
た
。
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
の
は
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ
l
法
に
お
い
て
で
あ

り
、
調
査
・
告
発
権
能
は
、
事
務
総
長
の
排
他
的
権
能
と
さ
れ
た
。
か
よ
う

な
完
全
分
離
は
、
た
し
か
に
公
正
な
決
定
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
が
、
一

〔

7
v

方
、
迅
速
且
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
そ
の
評

価
は
簡
単
に
は
な
し
え
な
い
。
そ
れ
は
、
実
際
の
運
営
を
詳
細
に
検
討
し
て

始
め
て
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
〉

-
Z・
ω
2
5
F
J，r
o
Z民
5
5
-
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D
H
知
己
防
件
芯
ロ
ω
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B
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同

H
o
s
d
司
書
西
宮
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H
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A
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国
同
江
市
ア
〉

ω
E可
古

吋

g
g
E
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-
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〈
一
室
∞
)
司

ωN-

(
2
)
救
済
請
求
状
の
発
布
の
有
無
に
つ
き
、
現
地
部
均
一
長
と
事
務
総
長

の
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
時
に
は
局
委
員
会
が
直
接
決
定
を
下
し

た
、
と
い
わ
れ
る
。
。
・
司
R
5
2・
A
V
5
2
2
H出
C
問
。
『
宮
三
E
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自
仏
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ル
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h
F

ピ
ロ
『
王
子

3
・
円

-
7
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8
1
1
1
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u
U
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ω晶
子
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F
5
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包
仲
間
C
P
宅
品
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∞
ー
さ
プ
玄

S
D
m
g
Z
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5
・

(
4〉

F
5
2・
0
P
2
f
司・

ω印
由
・
も
っ
と
も
、
委
員
会
で
は
な
く

委
員
個
人
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
告
発
段
階
に
お
い
て
当
該
事
案
に
関

与
し
た
「
委
員
」
は
、
判
定
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。
同
州
内

F
5・
ε
吋
宮
叶
え
丹
i
出
ω
l

『
己
ミ
何
何
回
河
口
口
百
三

S
F宮
g
z
g
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Z
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回
匂
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F
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E
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ロ
仏
ロ
印
丹
江
主
回
口
仏
戸
ωro『
岡
山
色
白
色
。
口
出
列
。
〈
目
当
・
〈
o-・
二
(
一
回
目
∞
)

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

同

y
ω
吋

ω.

(
5
)
運
営
初
期
に
お
い
て
は
、
ヮ
グ
ナ

l
法
の
政
策
内
容
が
支
局
段
階

ま
で
十
分
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
統
一
的
な
政
策
形
成
の
た

め
に
局
委
員
会
自
体
が
直
接
告
発
段
階
ま
で
関
与
す
る
必
要
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
の
己
-
y
o
g
h
v
Cロご己門
Y

C

匂
・
円

Ff
官
官
・
町
田

l
m吋・

(
6
)

一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た
行
政
手
続
法
五
条
例
等
は
、
行
政
庁

内
部
に
お
け
る
権
能
分
離
を
定
め
た
。

E
E
rロ
聞
は
、
こ
れ
ら
の

条
項
に
つ
き
N
L
R
B
の
機
構
の
実
際
を
追
認
し
た
も
の
に
す
、
ぎ
な

い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

Jhvm
∞
P
R
E
5
2
H
盟
問
。

a
o
p
g

〉
吋
h
r
.
3

〉
B
E
E
S
F吋
〉
自

2
5
5ロ』
Z
E
m
-
-
g
}・
8
2
U
A
3

℃・一一山・

(
7
)
事
務
総
長
と
局
委
員
会
の
見
解
が
棺
違
し
た
時
な
ど
は
そ
の
好
例

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

H
H
F
H
N
Eロ
¥
同
ピ
同
l
出
ωユ
ぞ
l
松
宮

g
t
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o{
明
ロ
ロ
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5
ロ
ヨ

zrH凶切・
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Cロケ
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同
吋

2
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-
Sロ
E
H』
者
岡
山
。
1

1
何者

-5-・
出
国
(
一
泊
印
一
〉
司
・
宝
吋
・
参
照
。

最
後
に
ワ
グ
ナ

l
法
期
の
運
営
を
通
じ
、

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
に
関

し
改
善
さ
れ
た
点
を
再
度
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
は
、
権
限
の
分
散

化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
迅
速
な
事
件
処
理
の
た
め
に
、
地
方
支
局
長
に
救
済

請
求
状
の
発
布
権
限
を
付
与
し
た
こ
と
に
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
分
権

的
な
処
理
に
委
ね
て
も
ほ
ぼ
全
国
的
に
統
一
し
た
処
理
が
可
能
と
な
っ
た
一

九
四
二
年
に
実
現
さ
れ
た
。
そ
の
二
は
、
権
能
の
内
部
分
離
で
あ
る
。
審
問

官
部
の
設
立
及
び
審
問
官
と
地
方
法
務
官
の
接
触
禁
止
措
置
が
そ
の
具
体
例

と
い
え
よ
う
。
こ
の
措
置
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
公
正
な
決
定
の
た
め
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
局
委
員
会
自
体
に
関
し
て
い
え
ば
、
両
権
能
を
あ
わ
せ
も

っ
て
お
り
、
そ
の
限
度
で
完
全
な
分
離
と
ま
で
は
い
え
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
の
は
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
l
法
三
条

ωに
お
い
て
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料

で
あ
っ
た
。

北法26(3・268)546

資

そ
の
他
の
改
善
点
と
し
て
は
、
審
開
通
知
の
相
手
側
の
範
囲
に
関
す
る
規

則
の
制
定
や
中
間
報
告
の
内
容
の
向
上
等
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
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